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ンタイジ(hong taiji, 1592-1643, 在位:1626-1643)２が、チャハル・モンゴルのリンダン・ハー
ン(lingdan qaγan, 1590-1634, 在位:1603-1634)３の遺児エジェイから「制誥之寶」と刻まれた













































qaγan, 1215-1294, 在位 :1260-1294)１１の金剛阿闍梨１２であったチベット仏教僧パクパ


























15日の間にはチベットの年中行事である大祈願会(smon lam chen mo)を思わす衆僧の誦経





ライラマ 5 世の一行を見送ったという[シャカッパ 1992, p.144]。そして、北京滞在のすべ
ての日程を終えたダライラマ 5 世は、1653 年に北京を発ったが、チベットへ戻る道中で、
順治帝によって派遣された使者から金印と金冊を贈られることになった。 
ところで、このダライラマ 5世が北京に滞在していた期間中には、順治帝もどこかでダ
ライラマ 5世から「天の命によってその地位についた文殊大皇帝(gnam bskos 'jam dbyangs 




















っていた。そこには、幾人かのモンゴル王侯とともに、ジェブツンダンパ(rje btsun blo bzang 





ゥルク('jam dbyangs sprul sku)」すなわち「文殊菩薩の化身」と称されることがあった。ま
た、同じくダライラマ 5世の認識において、康煕帝を象徴する「文殊皇帝」の意味すると

















































































ビャンバ・エルケ・ダイチン(byamba erke dayičing)が著したものとされ、成立は 1677年と




















kya'i btsun pa blo bzang 'phrin las kyi zab pa dang rgya che ba'i dam pa'i chos kyi thob yig gsal 
ba'i me long)を全体を通じての根本史料として用いている。また、『チャンキャ自伝』(ngag 
dbang blo bzang chos ldan bzang po'i rnam thar)を清朝とチベットの関係における変遷の境目
を示すものとして用いている。 
 
 本文中で史料を引用する際、〔 〕は補足、( )は文中の語句に対する注記、傍線は強調
を示す。これらはすべて筆者が記入した。 
 





２ ホンタイジ(hong taiji, 1592-1643, 在位:1626-1643)。本名はヘカン。称号はスレ・ハン(セ
チェン・ハーン)。清朝の第 2 代皇帝とされる。1636 年、瀋陽で、マンジュ人、モンゴル
人、高麗系漢人によって共通の皇帝として選ばれ、国号を「大清」と改めた。 
３ リンダン・ハーン(lingdan qaγan, 1590-1634, 在位:1603-1634)。チャハル・モンゴルを率
いた正統ハーン。当時、中国東北部周辺の主なモンゴル諸集団がマンジュ国に呼応する中、
リンダンは西方に支配の領域を広げていった。しかし、チベット遠征に向かう途中で病死。 
















                                                                                                                                               
めるサキャ派がとくに守護尊として重んじたとされる。日本では、大黒天として知られる。 










１４ 順治帝(1638-1661, 在位:1643-1661)。清朝第 2代皇帝。本名はフリン。廟号は世祖。在
世時の元号順治から順治帝を称される。北京に遷都し、清朝による中国支配の基礎を固め
た。 
１５  ダライラマ 5 世＝ガワン・ロサン・ギャンツォ(ngag dbang blo bzang rgya mtsho, 








ばれるになる[石濱 2011, pp.61-62, pp.71-72]。 




２０ ジェブツン・ロサン・テンペー・ギェルツェン・ペルサンポ(rje btsun blo bzang bstan pa'i 
rgyal mtshan dpal bzang po, 1635-1723)。アバタイの曾孫であり、トシェート・ハーン＝チャ
グンドルジ(čaγun dorǰi)の弟ザナバザル。出家し、ダライラマからジェブツンダンパの化身






２２ 記述の最後の年が 1607年、17世紀前期に成立したとされる。 
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第 1 章 対モンゴル政策とチベット仏教僧の登用 
 
 





 遼陽民俗博物館１に現存する「大金喇嘛法師宝記碑」(天聡 4 年, 満・漢文)および「大喇












また順治帝においては、1652 年(順治 9 年)にダライラマ 5 世を北京に招聘して会見を行っ










一し、ヘトゥアラ５において即位した６。さらに、ヌルハチは 1618 年(天命 3 年)に七大恨７
を天に掲げて対明朝戦を決意し、撫順を攻略、1619 年(天命 4 年)にはサルフ８の戦いで明
朝軍に大打撃を与え、さらに開原、鉄嶺などの周辺諸城を攻略して明朝と海西フルン四部９
イェヘとの連絡を絶ち、ジュシェン人の諸集団１０を従属させた。こうして、明朝の北方辺


































「大金喇嘛法師宝記碑」(天聡 4 年, 満文) 
 
aisin gurun i orlog darhan nangsu lama i giran i subargan(<subarhan)  
金国のオルロク・ダルハン・ナンソ・ラマの舎利塔 
 
lama fucihi do oron i bai niyalma. fucihi bade banjifi, unenggi doro be tacifi, amba 
ラマは仏が住む地の人。仏の地に生まれて真の法を学び、大いなる 
 





sengguwenderakū. šun dekdere ergi monggo gurun de jifi fucihi doro be algimbume selgiyeme  
憚らない。日が泛ぶ方のモンゴル国に来て、仏法を遍く伝えて 
 
ulhibume, geren be gemu fucihi forgon de dosimbume yabufi amala musei gurun de jidere jakade  
通暁させて、多くの者をみな仏の時運に入らせた後、我が国に来るというので 
 
genggiyen han ambula……..kundulehe, abkai fulingga šahūn coko aniya jakūn biyai orin emu de  
lama amasi  
ゲンギェン・ハン(ヌルハチ)は甚だ尊崇した。天命辛酉年(天命 6 年)8 月 21 日、ラマが西
に 
 
bederehe manggi  
お戻りになられた(逝去)後、 
 
genggiyen han hendume subargan(<subarhan) arafi giran sinda sehe bihe. aniya dari dain cooha  




sure han i duici aniya lama i emu sajin i deo(sajingga deo で弟弟子) ba lama  
スレ・ハン(ホンタイジ、すなわち天聡)の 4 年、ラマの一門の弟弟子であるバ・ラマが 
 
han de gisun……..wesimbufi  
ハンに言葉＿＿＿＿を奏して、 
 





han i hesei ulara be kadalangge hojihon sumingguwan tung yang sing afahabi tušan……..engge  
ハンの勅をもって「欽差督理工程」駙馬・佟養性、「委官備禦」 
 


























「大喇嘛墳塔勅建碑」(順治 15 年, 満文) 
 
amba lamai eyifu i subargan(<subarhan) i bei bithe 
大ラマの墓の仏塔の碑記 
 
donjici di wang se mukdere de tacihiyan wen i goroci niyalma be wembumbi goroki niyalma erin 




taišu i fukjin doro be ilibure tuktan fonde amargi monggo de amba lama bi seme donjifi, juwe jergi 
dorolome solime gajifi jiramilame kundulefi amasi ungkehe gūnin unengci ojoro jakade dahame 





nememe hing seme ofi, tanggū boigon i sahalcha be gaifi monggo beise ci fakcafi ududu minggan 











taidzun soorin de tehe manggi  
太宗が即位した時、 
 
nenehe han i gosiha kundulehengge seme, giran de subargan(<subarhan) arabufi hūwašan se be 
sindafi tuwachi tuwakiyabume, hiyan dabume, tubihe dobume ududu aniya oho. de aga muke de 




acame ofi weilere jurgan de hese wasimbufi dasatame weilebufi, sini eifu be umesi akdun obuha 




nenehe hūwangdi i goroi niyalma be jiramilame gosiha ten i gūnin de ajabuha be iletulehe.  
先の皇帝が遠い人を厚遇し慈しんだ土台の心に、端を開いたのが明らかになった。 
 
ijishūn dasan i tofohoci aniya nadan biyai juwan nadan de ilibuha.  




















「大喇嘛墳塔勅建碑」(順治 15 年, 蒙文) 
 
yehe blam-a-yin kegür-ün suburγan-u bai bičig.  
大ラマの墓の塔の碑文 
 
sonusbasu, ti wang-ud manduqui-dur surγaγuli erdem-iyer qola daki kӧmün-i nairaγulumu. qola 




taisu, tulγur-iyar tӧrü-yi baiγulqui čaγ-dur, umar-a mongγul ulus-dur yeke blam-a bui kemen 




qariγuluγsan-u tula, oruǰu irekü sedkil inu qarin čing ünen bolču ǰaγun ger-ün sahalča-yi abun, 





medebe kemebesü bolumu-y-a. teimü-yin tula saisiyan maγtaǰu toγsu tariyan ǰaruqu kӧmün ügǰü 




taisung saγurin-dur saγuγsan-u qoin-a  
太宗(ホンタイジ)が即位した後、 
 
uridu qaγan qairalan kündüleγsen kemen kegür-dür inu suburγan bosqaǰu qošang-ud-i talbiǰu 
saqiγuluγad küǰi sitaγan ǰimis-iyer taqiǰu, kedün kedün ǰil bolba. edüge qur-a usun-dur suburγan-u 




neilegülǰü ǰasabasu ǰoqiqu-yin tula, üiledkü-yin yabudal-un yamun-dur ǰarliγbaγulγaǰu ǰasaγuluγad 






uridu quwangdi-yin qola daki kӧmün-i kündü de ӧrüsiyeγsen sedkil-lüge ǰoqilduγul-un iledkebei  
先帝の遠方の人を尊重し慈しんだ心に合せて明らかにした。

ey-e ber ǰasaγči-yin arban tabuduγar on-u namur terigün sar-a-yin arban doloγan-a baiγulbai.  
順治の 15 年、秋の初めの月の 17 日に建立した。 
 
 
第 1 項 ノン・ホルチンの発足 
 
1621 年(天命 6 年)にヌルハチによって遼陽の蓮華寺に招聘されたチベット仏教僧ダルハ
ン・ナンソは、『旧満洲檔』「天命 7 年 3 月 22 日条」によると「モンゴルのホルチン(korcin)











































































と、南ではヌルハチと交易するようになった３３とある[胡日査 2001, p.67]。 
 
 








































等の使いが絶えず行くことになった。(『満洲実録』「巻 2, 甲午年条, pp.191-192」)３８ 
 




























第 3 項 ハタン・バートルの所在とサハルチャの存在 
 
 その後のホルチンは、『皇朝藩部要略』４１によると、嫡系においてはオンゴダイの後を
継いだオーバが、1625 年(天命 10 年)の時点で嫩江流域の「格勒珠爾根城」を居城にしてい
たとされる４２。「格勒珠爾根城」は、『蒙古游牧記』４３によると「哲里木(ジェリム)盟杜
爾伯特(ドルベド)旗」西南の「柯勒吉勒格」のことである４４。杜爾伯特旗は嫩江から東へ











1614 年には、後に孝端文皇后(1599-1649)となるマングスの娘がヌルハチの第 4 子ホンタイ
ジに嫁ぎ４６、1615 年にはホンゴルの娘がヌルハチに嫁いだ４７。その間、とくにミンガン
自身やその諸子がヌルハチ側を訪れていたようである。そして、そのような交流が続く中、





ら、また一人、2 頭の馬を連れて逃げて来た。(『旧満洲檔』「第 2 冊, 天命 6 年 5 月






た。(『旧満洲檔』「第 2 冊, 天命 6 年 5 月 21 日条, pp.672-673」・『満文老檔』「Ⅰ, 太祖
22, p.329」)４９ 
 




が、5 頭の馬を連れて逃げて来た。(『旧満洲檔』「第 2 冊, 天命 6 年 6 月 1 日条, p.689」・






































居住していたとされる[胡日査 2001, p.69]。 
1621 年(天命 6 年)、ヌルハチによって遼陽の蓮華寺に招聘されたチベット仏教僧ダルハ
ン・ナンソは、ホルチン・モンゴルのハタン･バートルのところから「百戸のサハルチャを































































































































第 2 項 ワン・ラマ登用の意義と内ハルハ・ホンギラトへの工作 
 























 内ハルハとは、遼西河水系のシラムレン(šira mӧren)７４川中下流域に遊牧していた 5 つの
オトク(otuγ)、ジャルート(ǰarud)、バーリン(baγarin)、ホンギラト(qonggirad)、バヨト(bayud)、
オジエト(ӧǰiyed)のことである。モンゴル中興の祖ダヤン・ハーン(dayan qaγan, 1464-1524)
の第 5 子アルチュ・ボロド(alcu bolud)の子孫が率いていた。1594 年にバヨトがマンジュ国
のヌルハチに使者を遣わしたことによって、内ハルハとヌルハチ側との間に交流が生まれ





む、およそ 150 人が俘虜となった。その中には、ジャイサイとともに 2 人の息子セトヒル
とヘシクトゥもいたとされる７６。 
マンジュ国との友好関係を維持していたとされるバヨトとオジエトの介入によって、ホ
































































































































第 3 節 リー・ラマによる明清和平交渉 
 
 
第 1 項 リー・ラマによるマンジュ国訪問およびバーリンとジャルートの状況 
 
 1626 年 8 月、マンジュ国のヌルハチが死去した。明朝では、寧遠巡撫袁崇煥によって弔
問の使節団が編成され、10 月、瀋陽に派遣された。使節団は総勢 34 名とされ、使節団を
率いる者としてリー・ラマ(lii lama, 李喇嘛)が抜擢された。 


































































































































































































































たちを何のために遣わすのか。 (『旧満洲檔』「第 6 冊 , 天聡元年 4 月 8 日条 , 






































心から出ていないからなのである。(『旧満洲檔』「第 6 冊, 天聡元年 4 月 8 日条, 












ならないぞ。(『旧満洲檔』「第 6 冊, 天聡元年 4 月 8 日条, p.2600」・『満文老檔』「Ⅳ, 太
















らず、人を侮る言葉をなぜ語るのか。(『旧満洲檔』「第 6 冊, 天聡元年 4 月 8 日条, 
















私の思ったところを披歴しよう。(『旧満洲檔』「第 6 冊, 天聡元年 4 月 8 日条, p.2605」・

















記すことは、両国の講和を望まないことであるぞ。(『旧満洲檔』「第 6 冊, 天聡元年 4

























































また聞きたい。(『旧満洲檔』「第 6 冊, 天聡元年 4 月 8 日条, pp.2609-2610」・『満文老










第 4 節 為政者にとっての「ラマ」―ダルハン・ナンソとバ・ラマの場合― 
 
 





















































































































































































多取財物者。) (『各項稿簿(5)』「天聡 5 年閏 11 月初 8 日条」) 
 
 しかし、先代のヌルハチが示した「ラマ」に対する評価が、ホンタイジと同じであった



























で養う……(「大喇嘛墳塔勅建碑(順治 15 年, 満文)」)  
 
そして『旧満洲檔』「天命 7 年 3 月 22 日条」によると、バ・ラマはダルハン・ナンソが
ホルチンに残したとされる 63 戸の属民を伴っていた。 
  
ラマ(ダルハン・ナンソ)は「私を慈しむなら、死後、私の屍を遼東でバガバ・ラマ




まわせた。(『旧満洲檔』「第 2 冊, 天命 7 年 3 月 22 日条, pp.1092-1093」・『満文老檔』























































































































第 1 章のまとめ 
 
第 1 章では、まず清朝の前身であるマンジュ国に初めて導入されたチベット仏教が何処
















































                                                 
第 1 章 註 
 
１ 中華人民共和国遼寧省遼陽市。 






                                                                                                                                               
朝戦に突入した。 













１２ 鴛淵一『満洲碑記考』(目黒書店, 1943.) 




することを誓い合ったことによる (『旧満州檔』「第 5 冊 , 天命 11 年 6 月 7 日条 , 
pp.2080-2082」・『満文老檔』「Ⅲ, 太祖 71, pp.1074-1077」)。 
１７ 岡洋樹『清代モンゴル盟旗制度の研究』(東方書店, 2007.2.) 
１８ 全モンゴルを支配するハーンの家系となった氏族。 




すなわちホルチンの系譜に詳しい。本稿では、『金輪千輻』―altan kürdün mingγan kegesütü 
bičig, siregetü güüsi dharma(1739)―(喬吉校注, 内蒙古人民出版社, 1987.10)を参照。 
２１  ( )内は、『金輪千輻』に基づくモンゴル語転写と漢語文献に見られる漢語表記。 
２２ 『登壇必究』(王鳴鶴撰『登壇必究』続修四庫全書 960-961, 上海古籍出版社, 1995.) 
２３ 『登壇必究』「巻 23, 106, 東胡夷酋號名哈兒宗派」 
２４ 『開原図説』(『万暦開原図説康煕開原県志民国開原県志民国西豊県志』鳳凰出版社, 
2006.) 
２５ 『開原図説』「7-8, 福餘衞夷恍惚太等二營枝派圖」 
２６ 『万暦武功録』「巻 9, 19, 土蛮列伝上」(瞿九思撰『万暦武功録』続修四庫全書 436, 上
海古籍出版社, 199-.) 
２７ 『開原図説』「7-8, 福餘衞夷恍惚太等二營枝派圖」、『明代遼東档案匯編』(遼瀋書社, 1985, 
pp.831-837)に基づいている。 






３１ 『開原図説』「7-8, 福餘衞夷恍惚太等二營枝派圖」 
３２ 海西女直(＊注 6 参照)のうち、最も西北に位置していたイェヘにあたる。 
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３３ 『開原図説』「7-8, 福餘衞夷恍惚太等二營枝派圖」 
３４ 『満州実録』「2, 139-141」(満和蒙和対訳, 今西春秋訳, 刀水書房, 1992.2.) 
３５ 『旧満洲檔』「第 1 冊, 天命 2 年正月 11 日条, p.159」 
tere minggan beile sahaliyan meihe aniya yehe hada ula hoifa monggo sahalca sibe uyun 
halai gurun amba genggiyen han de dain jihe fonde emgi dain jibi gidabubi etuhe fakūri subi, 
enggemu akū morin yalubi burlame tucike bihe,  
３６ 和田清『東亜史研究（蒙古編）』(東洋文庫, 1959, pp.649-657, 察哈爾部の變遷・一二福
餘衞と科爾沁部)、楠木賢道『清初対モンゴル政策史の研究』(汲古書院, 2009, pp.71-112, 第
2 章ホルチン部首長層との盟友関係と婚姻関係)参照。 
３７ 『満州実録』「2, 140」 
３８ 『満洲実録』「巻 2, 甲午年条, pp.191-192」 
niowanggiyan morin aniya amargi korcin i monggo gurun i minggan beile, sunja tatan i 
kalkai loosa beilei elcin yabume deribuhe manggi tereci ba bai monggo gurun i beisei elcin 
lakcarakū yabuha. 
３９ 『建州紀程図記』(申忠一撰, 清芬室叢刊, 1940.) 
４０ 和田[1959]の比定による。 
４１ 『皇朝藩部要略』(祁韻士撰『皇朝藩部要略』続修四庫全書 740, 上海古籍出版社, 199-.) 
４２ 『皇朝藩部要略』「巻 1, 5, 筠淥山房」 
４３ 『蒙古游牧記』(張穆撰／何秋濤補『蒙古游牧記』続修四庫全書 731, 上海古籍出版社, 
1995.) 
４４ 『蒙古游牧記』「巻 1, 20, 杜爾伯特」 
４５ 『旧満州檔』「第 1 冊, 壬子年(1612 年)4 月条, p.35」・『満文老檔』「Ⅰ, 太祖 1, pp.16-17」 
４６ 『旧満州檔』「第 1 冊, 甲寅年(1614 年)6 月 10 日条, p.88)・『満文老檔』「Ⅰ, 太祖 2, p.40」 
４７ 『旧満州檔』「第 1 冊, 乙卯年(1615 年)1 月条, p.89)・『満文老檔』「Ⅰ, 太祖 3, p.41」 
４８ 『旧満洲檔』「第 2 冊, 天命 6 年 5 月 16 日条, p.671」 
korcin i monggoi hatan baturu beilei daicing langsu lamai baci jai emu niyalma juwe morin 
gajime ukame jihe.  
４９ 『旧満洲檔』「第 2 冊, 天命 6 年 5 月 21 日条, pp.672-673」 
tere inenggi korcin i sakda langsu lama isinjiha. han i yamunde dosirede han tehe baci ilibi, 
lama i gala be jafame acabi adame tebubi amba sarin sarilaha  
５０ 『旧満洲檔』「第 2 冊, 天命 6 年 6 月 1 日条, p.689」 
korcin i hatan baturu beile i langsu lamai juwe banji jai emu niyalma sunja morin gajime 
ukame jihe.  
５１ ブダチあるいはゴルロスのグム[岡 2007, p.41]。 
５２ 『旧満洲檔』「第 7 冊, 天聡 5 年 4 月 12 日条, pp.3425-3426」 
čaγan qorin ǰil-ün ǰun-u ekin sar-a sin-e-yin arban igen-e sečen qaγan-u emün-e, tüsiy-e-tü 
qaγan, qatan baγatur, uγšan, ildüči, daγur qatan baγatur, muǰai, γal-tu baγatur, bandi ildüči, 
yeke baγ-a noyad ӧčüken čaγaǰa eskebe. degedü ǰaq-a-yin daγur kelčirkü-eče čolman kürtele 
saγuqu. üla-yin ǰӧrčid qorqun-ača doγuγsi saγuqu. ula-yin ǰӧrčid ǰačin-ača degegsi saγuqu.  








５７ 現在の遼寧省鉄嶺市開原市に「三萬衛」が設けられたのが 1389 年(洪武 21 年)。 
５８ 長である指揮使のもとに左右中前後の 5千戸所(定員 5,600 人)から確立していた組織で
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７０ 王喇嘛に関する史料で最も古いとされているは、1622 年 4 月の王在晋の報告である
(『三朝遼事實録』「巻 8, 天啓 2 年壬戌 4 月条」)。すなわちハラチンに対する用間工作に
ついての条。1622 年に山海関に赴任した孫承宗は、その時すでに王喇嘛が宣化鎮から羅
城に招聘されていたことを証言している。王喇嘛は、宣化鎮では王象乾のもとでモンゴル
政策に従事していたとされる[李勤璞 2000, pp.569-570] 。 
７１ 李勤璞[2000, p.570] 
７２ 羅城とは、山海関外縁に築かれた防御施設。1621 年 6 月に完成したとされる。 
７３ モンゴル中興の祖ダヤン・ハーン(1464-1524)が形成した 6 つのトゥメン(万戸)のうち
には、モンゴル高原の東北部を流れるハルハ川に由来をもつハルハ・トゥメンがあった。





７５ 彭孫貽『山中聞見録』(巻 2)、『旧満洲檔』「第 1 冊, 天命 3 年 4 月 13 日条, pp.191-192」 
・『満文老檔』「Ⅰ, 太祖 6, pp.90-91」、楠木[2009, p.24]を参照。 
７６ 『旧満洲檔』「第 1 冊, 天命 4 年 7 月 25 日条, p.572」・『満文老檔』「Ⅰ, 太祖 11, p.168」、
楠木[2009, p.24]を参照。 
７７ 『旧満洲檔』「第 1 冊, 天命 4 年 11 月 1 日・12 月 23 日条, pp.491-503」・『満文老檔』「Ⅰ, 
太祖 13, pp.196-204」、楠木[2009, p.25]を参照。 




８１ 李勤璞[2000, p.578] 
８２ 『明実録』「天啓 7 年 5 月 19 日条」 
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８３ 李勤璞[2000, p.581] 
８４ 「西夷不撫、奴勢不狐。王牧民与朱梅、祖大寿、孫懐忠、王世忠、王喇嘛、李喇嘛、






８７ 『旧満洲檔』「第 1 冊, 天命 4 年 10 月 22 日条, pp.488-489」・『満文老檔』「Ⅰ, 太祖 13, 
pp.194-195」 
８８ 例えば、第 2 節で述べたホンギラトのジャイサイなど。 
８９ 『旧満洲檔』「第 1 冊, 天命 5 年 6 月 19 日条, pp.544-549」・『満文老檔』「Ⅰ, 太祖 15, 
pp.237-241」 
９０ 『旧満洲檔』「第 4 冊, 天命 10 年 8 月 9 日条, pp.1909-1912」・『満文老檔』「Ⅲ, 太祖 65, 
pp.980-981」 
９１ 『旧満洲檔』「第 6 冊, 天聡元年 1 月 9 日条, p.2569」・『満文老檔』「Ⅳ, 太宗天聡 1, p.6」 
９２ 『旧満洲檔』「第 1 冊, 天命 5 年 6 月 12 日条, p.544」・『満文老檔』「Ⅰ, 太祖 15, p.234」 
９３ 『旧満洲檔』「第1冊, 天命 5年8月29日・同30日, p.553」・『満文老檔』「Ⅰ, 太祖16, p.246」 
９４ 『清実録』「天命 11 年 10 月 10 日・25 日条」・楠木[2009, p.49] 
９５ いわゆる金朝は、1115 年から 1234 年にかけて中国の北半を支配した王朝。 
９６ 『明実録』「天啓 6 年 12 月 13 日条」 
９７ 『旧満洲檔』「第 6 冊, 天聡元年 3 月 5 日条, p.2583」 
mini han i teile be onggokini serakū, han be inu uheri onggoki  
９８ 『旧満洲檔』｢第 6 冊, 天聡元年 3 月 5 日条, pp.2585-2587」 
sain banjiki seci hoton hecen be adarame bederebumbi, hafan šusai haha hehe be adarame 
bederebumbi,  
９９ 『旧満洲檔』｢第 6 冊, 天聡元年 3 月 5 日条, p.2588」 
han faitame seole,  
１００ 『旧満洲檔』｢第 6 冊, 天聡元年 3 月 5 日条, p.2588｣ 
elcin jime geneme yabume geli solho be coohalarangge ai turgun, meni bithe coohai hafasa, 
han i gisun be mujilen ci tucikekūbi seme kenehunjembi,  
１０１ 『旧満洲檔』｢第 6 冊, 天聡元年 3 月 5 日条, p.2588｣ 
dain be nakafi nenehe amaga ūile be getuken giyangname gisureki,  
１０２ 『旧満洲檔』｢第 6 冊, 天聡元年 3 月 5 日条, p.2588｣ 
genere jidere bithe de jili banjire gisun be ume arara, ūwesimbume donjibuci ojirakū, ojorakū,  
１０３ 『旧満洲檔』｢第 6 冊, 天聡元年 3 月 5 日条, pp.2588-2589｣ 
han teng sere mujilen i meni han be kunduleme enduringge erdemu be algimbume jecen i 
ūile be dasa,  
１０４ 『旧満洲檔』｢第 6 冊, 天聡元年 3 月 5 日条, pp.2590-2591｣ 
bithei hergen acarakū obi, du looye neici ojorakū obi hūlašame gajiha bithe de geli emu juwe 
hergen acarakū, ilaci jergi halaha bithe udu wacihiyame acarakū bicibe inu ambula waka akū 
obi, yuwan looye bithe be neibi tuwaha,  
１０５ 『旧満洲檔』｢第 6 冊, 天聡元年 3 月 5 日条, p.2591｣ 
nadan koro gaji sere aisin menggun, gecuheri suje, sini gisurere giyan, wajima de damu gisun, 
si dain be buyembi dere seme arahabi, tere emu gisun bibi ūwesimbume mangga,  
１０６ 『旧満洲檔』｢第 6 冊, 天聡元年 3 月 5 日条, p.2591｣ 
geren gurun joboro jirgara dain de bucere be tuwaci gemu nenehe beyede ini ūilehebe te i 
alime gaimbi,  
１０７ 『旧満洲檔』｢第 6 冊, 天聡元年 3 月 5 日条, p.2592｣ 
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han i nadan koro, nenehe turgun kai,  
１０８ 『旧満洲檔』｢第 6 冊, 天聡元年 3 月 5 日条, p.2593｣ 
wang lama meni junibi(<juwe nofi) ubade turgun be tuwame sume gisureme ūile ufararakū,  
１０９ 『旧満洲檔』「第 6 冊, 天聡元年 4 月 8 日条, pp.2595-2596」 
suweni nendehe han, nendehe ambasa mimbe gidašame korsobuha, nadan koro be, dain 
deribuhe turgumbe, suwembe donjikini, juwe gurun i uru waka be safi doro acaci, nadan koro 
be onggoki seme, li lama i emgi meni hafasa be doroi gisun gisureme takūraha, nadan koro be 
kemuni gūnime dailaki seci meni hafasa be ainu takūkambi,  
１１０ 『旧満洲檔』「第 6 冊, 天聡元年 4 月 8 日条, p.2596」 
meni uru be abka gosibi buhe hoton hecen hafan irgen be bederebu serengge, suwe inu acara 
cihakū obi, jortai membe jili banjikini seme hendumbi dere,  
１１１ 『旧満洲檔』｢第 6 冊, 天聡元年 4 月 8 日条, p.2597｣ 
duleke bithe de meni gaji seheci ambula inu bi komso inu bi,  
１１２ 『旧満洲檔』｢第 6 冊, 天聡元年 4 月 8 日条, p.2597｣ 
turgun akū solho be dailambio,  
１１３ 『旧満洲檔』｢第 6 冊, 天聡元年 4 月 8 日条, p.2597｣ 
han i gisun be, mujilen ci tucikekūbi seme kenehunjembi  
１１４ 『旧満洲檔』「第 6 冊, 天聡元年 4 月 8 日条, p.2599」 
abka meni urube urulehe, solhoi waka be wakalaha, meni juwe gurun be abka acabume 
wajiha, li lama jiheci ebsi, be geli suweni baru, solho be dailarakū seme henduhe biheo, ya 
gisun be mujilen ci tucike akū jurcehebi seme suwe kenehunjembi, suwe angga de acaki seme 
gisurembime, karun meni bade ibebi ukanju alime gaijara, gurun be ebsi ibeme tebure, hoton 
hecen dasarangge, suweni gisun yala mujilenci tucikekūbikai,  
１１５ 『旧満洲檔』「第 6 冊, 天聡元年 4 月 8 日条, p.2600」 
uru waka be tūcibume gisurebi doro acaci akdun dere, goniha be gisureburakū ergeleme jili 
banjire gisun be ume gisurere seci, doro acara manga kai, ere gidašame gisurerengge, nendehe 
liotong guwangning ni hafasai gidašaha ci encu akū kai,  
１１６ 『旧満洲檔』「第 6 冊, 天聡元年 4 月 8 日条, pp.2600-2601」 
sini han i erdemu be si algimbumbi dere, be encu gurun i niyalma aibabe sara, jecen i ūile be 
dasa serengge, sini jecen be si dasambi, meni jecen be, be dasambi dere, sini gurun i jecen be, 
be adarame dasambi, juwe gurun i doro acara gisun be gisurerakū, niyalma be fusihūlara gisun 
be ainu gisurembi,  
１１７ 『旧満洲檔』「第 6 冊, 天聡元年 4 月 8 日条, p.2605」 
lama, eiten doro be hafuka mergen niyalma kai, meni juwe gurun i waka uru be dacilame 
donjifi, be waka oci, membe tafula, nikan waka oci, nikan be tafula, simbe siden i niyalma 
seme, mini gūniha babe tucibume hendumbi,  
１１８ 『旧満洲檔』｢第 6 冊, 天聡元年 3 月 5 日条, p.2591｣ 
１１９ 『旧満洲檔』｢第 6 冊, 天聡元年 4 月 8 日条, p.2606｣ 
nikan acara gisun jimbidere seme duin aniya aliyaha, tere šolo de nikan ning yuwan be 
dasara, dain be nakarakū ojoro jakade, ning yuwan be afaha,  
１２０ 『旧満洲檔』「第 6 冊, 天聡元年 4 月 8 日条, p.2607」 
gūniha gisun be gisureburakū, suweni gūniha de acabume gisurefi doro acaci ombio, yuwan 
dutan membe fusihūlame abkai buhe hoton hecen, hafan irgen be bederebu sere gisun de, lama 
si dosifi, membe jombume tebcici mangga babe tebcibi buu serengge, jai si yuwan dutan be 
dele, encu gurun i han be fejile ararangge, juwe gurun i doro be acakini serakū nikai  
１２１ 『旧満洲檔』「第 6 冊, 天聡元年 4 月 8 日条, pp.2603-2604」 
yuwan dutan i bithe de nikan i han be abka de tengnebume ararangge, lamai bithe de encu 
gurun i ejen han be nikan i hafanci fusihūn arahangge, tere gemu suweni urhu mujilen i araha 
gojime jurgan waka kai, han serengge abka fucihi jui kai, hafan serengge saišabuci emu 
inenggi andande ūwesimbure, waka sabuci emu inenggi andande wasimbure irgen kai, be 
jurgan be bodome abka ci nikan han be emu hergen fusihūn, nikan han ci membe emu hergen 
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fusihūn, menci nikan gurun i hafan sa be emu hergen fusihūn araha,  
１２２ 『明実録』「天啓 7 年正月 26 日条」 
１２３ 『旧満洲檔』「第 6 冊, 天聡元年 4 月 8 日条, pp.2605-2606」 
guwangning be baha manggi, geren wang, coohai ambasa uthai šanaha dosiki seci ama han 
hendume, julge dailio, daikin, dai yuwan meni meni bade tehekū, nikan i dorgi bade dosibi tefi 
doro forgosioro jaka de gemu nikan ohobi, nikan šanahaci casi tekini, mūsa lioton i bade teki, 
nikan jušen meni meni gurun obi banjiki seme šanaha be dosikakū bederefi,  
１２４ 『旧満洲檔』「第 6 冊, 天聡元年 4 月 8 日条, pp.2609-2610」 
lama si fucihi šajin be hafuka, eiten doro be sara mergen niyalma kai, same jortai membe 
ainu fusihūlambi, ―中略― fusihūlara korsobure de ice doro acara anggala, acaha doro inu 
efujembikei, meni hendure anggala juwe lama suweni sarkū ai bi, suwe geli aika seme 
tacibure gisun bici bi geli donjiki,  
１２５ 田中克己氏、鴛淵一氏、和田清氏、岡洋樹氏、楠木賢道氏など。 
１２６ 『清実録』「丙午年 12 月条」 
１２７ 『旧満洲檔』「第 1冊, 天命 4年 10月条, pp.483-484」・『満文老檔』「Ⅰ, 太祖 13, pp.190-191」 
１２８ 『旧満洲檔』「第 1 冊, 天命 4 年 10 月 22 日, pp.488-489」・『満文老檔』「Ⅰ, 太祖 13, 
pp.194-195」 
１２９ 『旧満洲檔』「第 10冊, 崇徳元年 4月26日, p.4753」・『満文老檔』「Ⅵ, 太宗崇徳 9, p.1011」 
１３０ 『山中聞見録』(巻 2) 
１３１ 『旧満洲檔』「第 2 冊, 天命 6 年 3 月 19 日条, pp.623-625」・『満文老檔』「Ⅰ, 太祖 19, 
pp.292-293」 
１３２ 『山中聞見録』(巻 3) 
１３３ 『明実録』「天啓元年 10 月乙亥(8 日)条」 
１３４ 『三朝遼事実録』「巻 16, 天啓 6 年 1 月条」・『山中聞見録』(巻 4) 
１３５ 『満洲実録』(巻 4)・『三朝遼事実録』「巻 16, 天啓 6 年 4 月条」・『山中聞見録』(巻 4) 
１３６ 現在の東北三省(遼寧省、吉林省、黒龍江省)および内モンゴル東北部。 
１３７ 1619 年に成立した明朝を共通の敵とする盟約。第 4 節第 1 項を参照。 
１３８ 『旧満洲檔』「第 6 冊, 天聡元年 1 月 9 日条, p.2569」・『満文老檔』「Ⅳ, 太宗天聡 1, p.6」 
１３９ 『旧満洲檔』「第 6 冊, 天聡 2 年 4 月 25 日条, pp.2813-2815」・『満文老檔』「Ⅳ, 太宗
天聡 10, p.129」 
１４０ ホンタイジが国書に「大金」と記したため、これは中国王朝の系譜にある「金」の復
活を承認することであったのかもしれない。 
１４１ 崇徳 2 年(1637)、ホンタイジに上奏したもの。「喇嘛等、以供佛持戒爲名、潛肆貪奸、
直妄人耳」(『聽雨叢談』中華書局, 1984, p.166)。 
１４２ 「妄言吉凶蠱惑婦女誘取財物者」(『清実録』「天聡 5 年閏 11 月 11 日条」) 
１４３ バ・ラマ(ba lama/白喇嘛/bagaba lama/ baγ-a ba lama, ?-1637)。『旧満洲檔』で、「bagaba 
lama」として初出。「baga」は、モンゴル語で「baγ-a」となり、「小さい、少ない、幼少」
を意味する。「大金喇嘛法師宝記碑」(天聡 4 年, 満文)では「ba lama」と記される。漢字
表記は「白喇嘛」。李勤璞「白喇嘛與清朝藏傳佛教的建立」(中央研究院近代史研究所集刊 
30, 1998.12)に詳しい。 
１４４ 『旧満洲檔』「第 2 冊, 天命 7 年 3 月 22 日条, pp.1092-1093」 
lama hendume, minbe gosici, bucehe manggi mini giran be ere lioton de baga ba lama be 
afabubi juktebu seme hendubi, šanggiyan coko(<šahūn coko) aniya tuweri juwan biyade akū 
oho girambe lioton ni hecen i julergi dukai tule han sanyan i yafan i toksoi boo de mio arabi 
sindaha manggi genggiyen han ba lama be jukte seme afabuha nangsu lamai harangga jušen 
korcin de bihe ninju ilan boigon be turusi gebungge niyalma be takūrabi ganabi nikan i emu 




                                                                                                                                               
１４６ 『旧満洲檔』「第 1 冊, 萬暦 43 年 3 月条, p.47」・『満文老檔』「Ⅰ, 太祖 1, p.43」。現在、
地蔵寺が残されている。『盛京通志』「巻 26, 祠祀」には、「地蔵寺」が国の初めに建て
られたとある。 











第 2 章 モンゴルにおける諸権威の確立 
 
 





興の祖バトモンケ・ダヤン・ハーン(batu mӧngke dayan qaγan, 1464-1543.＊生没年諸説あり)





































































































ェ・ゲルポ１９の火に燃えないタンカを賜って、ドルジェ・ゲルポ(rdo rje＝金剛 rgyal po)
の名も賜った。[KPN, 63a-63b]２０ 
 








































































ツォ(sangs rgyas rgya mtsho, 1653-1705)が記したチベット史料『パイドゥーリャ・セルポ』
には、トンコルの化身についてこのように記されている。 
 















































































































(sirege-tü güsi čorǰi)など／ ―中略― を集めて、／無比のハーンとハトンは面と向かっ



























































































































































 ちなみに、ガルダンは、ジューンガルの首長バートル・ホンタイジ (baγatur qong 









































であるザヤ・パンディタ・ロサンティンレー(dza ya pan di ta =blo bzang 'phrin las, 1642-1715) 















年齢 戒、等 師 僧侶像 




ノ ム ン ハ ン
(byam pa gling 









sprul pa'i sku 
1605-?) 
2 代遡った前世者は、ケドゥプ・サンゲ・イェー
シェー(mkhas grub sangs rgyas ye shes, 1525-1591)で
ゲルク派の密教系ウェンサ・カギュ派の系譜に属す
る。その転生者がウェンサ 2 世イェーシェー・ギャ
ムツォ(ye shes rgya mtsho, 1592-1604)であり、その転
生者がロサン・テンジン・ギャムツォ(blo bzang bstan 







nams grags pa) 
ゲルク派デプン僧院の密教僧であり、『カダム宝










































































































tshe dbang grub rgyal ma(マチク流の































の rjes gnang 
tshe dbang grub rgyal ma(マチク流の







































































































































































ラアーヴァリー(『金剛蔓 rdo rje phreng ba』)の灌頂(dbang)を授けた(gnang８５)時の六転


















































第 3 節 清朝とジューンガルの抗争およびジェブツンダンパの転生問題 
 
 




















































































































































































 KPN の記述は 1702 年をもって終わるが、ジェブツンダンパと康熙帝の交流は、以降も
続いたとされる。1721年にジェブツンダンパが北京を訪れた際には、康熙帝は「癸卯の年
(1723 年)、私は 70 歳、あなたは 90 歳になる。大いに祝うべき年であるから、あなたは必
ず来るように。決して約束を破ってはいけない」と述べたという。しかし、康熙帝は 1722
年の 11月 8日に死去した。ジェブツンダンパは約束を守り、北京を訪れ康熙帝の柩に対面
したが、そのまま発病し、1723 年 2 月 19 日に入寂した。雍正帝１１２は、康熙帝の崩御と
ジェブツンダンパの入寂が同じ甲午の日であったことに驚き、ジェブツンダンパは世の常
の僧ではないとして敬意を表したとされる。ジェブツンダンパと康熙帝の繋がりが人知を


















































マ 5世がその僧にガワン・ジャムヤン・ルンドゥプ(ngag dbang 'jam dbyangs lhun grub)の名
を授けるという場面がある。そこでは、さらにトンコルの転生僧は 3人存在することが述
べられている。『パンチェンラマ 1世伝』では、その 2人目のトンコルの転生僧もこのハル
ハの使者の中にいたとし、名をジャムヤン・ロサン・テンジン('jam dbyangs sprul sku blo 
bzang bstan 'dzin)としている。そして、石濱[1986]によると、残る 3人目のトンコルの転生
僧こそジェブツンダンパではなかったかとしている[石濱 1986, p.85]。 
トンコルの転生僧というと、第 2章・第 1節でも取り上げた、トンコル・ジャムヤン・





のトンコルの転生僧は第 2代であったが、この僧が 1587年に没した後には 2人の転生者が
生まれたとされ、それぞれの名はゲルワ・ギャンツォ(rgyal ba rgya mtsho)、ジャムヤン・



















gung snang chos rje)をジャムヤン・トゥルク('jam dbyangs sprul sku)の指導僧(yongs 'dzin)
として送る約束〔を伝え〕、 ―中略― ジャムヤン・トゥルクに韻文の手紙を出した。
[D5N, ca, 113a2-4]１１５ 
 
ニェル・グンナン・チュージェーは、ジェブツンダンパのチベット留学に同行し、その
時、名をソナム・タクパにしたと D5Nにはある[D5N, ca, 157a3-6]。そして、次の引用は、
KPNにおいてジェブツンダンパの指導僧が招かれる場面である。 
 













ジャムヤン・チュージェー('jam dbyangs chos rje)の転生者で、北方の法と有情の利益の
ために望み通り良き生まれとなった、ジェブツン・ロサン・テンペーギェルツェン(rje 
btsun blo bzang bstan pa'i rgyal mtshan)の尊顔に拝して、長寿灌頂を深くお願いし、ノヨ
















ジャムヤン・チュージェー・タシペーテン('jam dbyangs chos rje bkra shis dpal ldan, 
















































p.292・『モンゴル佛教史』研究〔四〕, 19504-19508, p.148)１２２ 
 
 

























の生まれ変わりと見做す(dbang du btang ba)僧の列、馬の迎接、多くの待遇がなされた。

































れの言葉を献じた。 ―中略―  















































































「ターラナータの転生者」と認定された。しかし、KPN は 1702 年頃に成立するものであ
る。それ以前に成立した D5N および P1N の中では、ジェブツンダンパは「ジャムヤン・
トゥルク」と呼ばれ、ターラナータの転生者とする記述は見当たらない。 


































































































                                                 
第 2章 註 
 
１ ハルハは、ゲレセンジェの 7 人の息子らに因んで７旗(ホシューン)ハルハと称されてい
た。 
２ モンゴルの集団名称の 1つ。万戸(トゥメン)を構成する単位でもある。 
３ セレンゲ河は、ハンガイ山脈に源を発し、バイカル湖に注ぐ河。 




５ ジェブツン・ロサン・テンペー・ギェルツェン・ペルサンポ(rje btsun blo bzang bstan pa'i 
rgyal mtshan dpal bzang po, 1635-1723)。アバタイの曾孫であり、トシェート・ハーン＝チャ
グンドルジ(čaγun dorǰi)の弟ザナバザル。出家し、ダライラマからジェブツンダンパの化身
と認定され、ハルハ随一の高僧といわれるようになる。第 8 代の転生者(1869-1924, 在
位:1912-1920)はボグド・ハーン政権の元首。 
６ フフホトを含む現在の中国内モンゴル自治区の中西部地域。 
７ 『erdeni tunumal neretü-yin sudur』。トゥメトの首長アルタン・ハーンの伝記。伝記に記さ
れている最後の年が 1607年であり、17世紀前期に成立したとされる。 
８ 『erdeni-yin tobči』。オルドスのサガン・セチェン(saγan sečen, 1604-?)が著したモンゴル
年代記。1662年に成立したとされる。 
９ 『asaraγči neretü-yin teüke』。ハルハのサインノヤンの首長ビャンバ・エルケ・ダイチン
(byamba erke dayičing)が著したハルハの年代記。成立は 1677年とされる。 
１０ チベット語版の著者は、ジェブツンダンパの弟子であるザヤ・パンディタ・ロサンテ




                                                                                                                                               




１３ リンダン・ハーン(lingdan qaγan, 159?-1634)。仏教事績は、1617年にサキャ派の高僧シ
ャルパ・フトクトから灌頂を授かり、パクパ鋳造のマハーカーラの仏像を賜り、定住都市
チャガーンホトを築いてチベット仏教寺院を建立、また大蔵経をモンゴル語に翻訳した[石





１７ [ANT, 52r15-23] 
arban dӧrben nasun-ača-ban qorin doluγan kürtel-e ürgülǰide dayisun-i üǰile üyiledčü, qari 
dayisun-i ӧber-ün erke-dür-iyen oruγulǰu, qamuγ aq-a degüüs-iyen ӧber-eče ilγal ügei tedküǰü, 




１９ パグモドゥ・ドルジェ・ゲルポ(phag mo grub rdo rje rgyal po, 1110‐1170)。カギュ派ミラ
レパの弟子の１人ダクポラジェ(ダクパ・カギュ派)の 4 大弟子の 1 人。パグモドゥ・カギ
ュ派の開祖。 
２０ [KPN, 63a-63b] 
a pu tha'i zhes bya ba rgyal po ra ma na'i lengs pa 'phrog po'i dpal rtsal dang ldan ba des o'i 
rod la dmag dpung chen po bteg ste o'i rod sdong phrag mang po bsad o'i rod thams cad dbang 
du bsdus/ rang gi sras gcig kyang o'i rod kyi rgyal por bskos de rjes thams cad mkhyen pa 
bsod nams rgya mtsho sogs yul du phebs skabs mjal bar byon/ mchod yon thugs yid gcig tu 
'dres phag mo grub rdo rje rgyal po'i sku thang me thub ma zhig gnang ste rdo rje rgyal po 
zhes pa'i mtshan gnang/  








２３ チャブチャール(čabčiyal)。現在の青海省共和にあたる。寺院の建立は 1574年とも 1576
年ともされ、1577年に明朝皇帝から「仰華寺」の名を賜るが、1591年に明朝軍によって焼
き払われる。『アルタン＝ハーン伝』(訳注, p.316)参照。 
２４ [ANT, 52r23-52v26] 
temür moγai ǰil-dür qaγan-u qorin naiman-a degürgegči baγ-a-tur-un γadan-a mongγolǰin 
tümed-eče nigen keseg qudaldučin iregsen aǰiγu, teden-dür baγsi kümün geǰü, bayinam kemen 
sonusuγad elči-ber abču ireǰü tere baγsi üge-yin ulam-ača manu gegen qaγan-dur, γurban 
erdeni kiged sdongkür manǰusiri čadas mari bui kemegsen-dür, tüsiyetü qaγan-dur bisirel 
sedkil yekede tӧrüged, tere baγsi kiregüd-ün alaγ darqan qoyar-i gegen qaγan-ača blam-a-yi 
ǰalar-a ilegebei, gegen qaγan dalan tabun nasun-dur-iyan čilegerkeǰü, elčid kürküi-lüge 
doluγan qonuγ daγun ülü γarun kebtegsen aǰiγu, elči irebe gekü-yi sonusuγad, sgomang 
nangsu-yi abču odtuγai kemen ǰarliγ boluγad mӧn tedü nӧgγibei. alaγ darqan blam-a-yi ǰalaǰu 
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irebei, qaγan bačaγ šaγšabad-tur oruǰu tere blam-a-yi yekede kündü lebei. ―中略― usun 
qonin ǰil-dür samala nangsu irebei. modun takiy-a ǰil-ün ǰun šangqutu-yin aru-daki qaučin 












２９ 『アルタン＝ハーン伝』(訳注, pp.403-404)。烏蘭[2002, pp.448-449]。 
３０ 1592 年から 1600 年に亘って『十二巻本般若波羅密多経』。1602 年から 1607 年にかけ
てカンギュル(bka' 'gyur=チベット大蔵経)のモンゴル語訳に従事したとされる。 











密教経典(gsang bde 'jigs gsum)として重んじる。 
３４ [ANT, 53r7-27] 
nigen ger-iyer dügüren burqan-ača songγuǰu ab kemen ǰarliγ boluγsan-dur, nigen 
qaγučiraγsan kӧrüg-i abuγsan-anu paγmu-roba aǰiγu, dalai blam-a ǰarliγ bolurun, nigen 
ger-iyer dügüren burqan gertei tüyimer sitaγsan-dur ese sitaγsan yeke adistai bӧlüge kemebei, 
basa sigemüni-yin šaril erkei quruγun-u tedüi, nigen gyu-bar bütügegsen čagr-a sambar-a-yin 
bey-e terigülen olan adis-tu sitügen, bars ger terigülen nomun ӧglige ӧgčü, vačirbani-yin 
qubilγan bui kemen ǰarliγ bolǰu, nom-un yeke včir qaγan kemen čola soyurqabai, tedüi inaγsi 
tegereǰü yeke nutuγ qara ӧlüng-dü büküi-dür kürčü irebei. qalq-a tümen-i sigimüni-yin sasin-a 




３６ エルケ・メルゲン・ハーン(Tib. e re khe'i mer ken rgyal po/ Mon. eriyekei mergen qaγan)。
アバタイの次子。アバタイの息子の中で唯一のハーンだが、「トシェート・ハーン」ではな
い。「トシェート・ハーン」号の前身のハーン号と捉えていいか。 






                                                                                                                                               
３８ [KPN, 63b] 
de sras e re khe'i mer ken rgyal po/ de'i sras rdo rje thu she ye thu rgyal po zhes bstan srid 
gnyis la mkhyen sbyan yangs ba de ni/ rje 'di'i yab yin la/ yum yang rje nyid kyi mes bo rdo rje 
rgyal po chen po'i gcung gi sras mo'i sras mo gzugs mdzes lta na sdug cing tshul bzang ma 
zhes pa ltar btsun mo'i yon tan dang ldan ba mkha' 'gro rgya mtsho zhes bya ba'i yab yum 
gnyis kyi sras su na chod ldan ces pa shing phag lo'i hor zla dgu ba'i nyi shu lnga'i snga dro 
ngo mtshar ba'i ltas du ma dang bcas te sku bltams/ sku bltams ba'i gzims gur spos pa'i shul du 
dgun dus yin kyang me tog legs pa cig skyes par grags/  
３９ ガワン・ロサン・チューキ・ニーマ・テンジン・ワンチュク(ngag dbang blo bzang chos kyi 
































４８ 「喀爾喀諸汗貝子皆供奉爾喇嘛信爾之教而尊其道法」(『朔漠』「巻 3, 2」)。 
４９ 「爾喇嘛其遣大喇嘛一人與朕行人會於喀爾喀境内定期而遣之朕於此亦遣使臣赴所約之
地與爾使同往」(『朔漠』「巻 3, 2」)。 
５０ 「自幼皈達賴喇嘛之教叨折卜尊丹巴之名普度爲心闡揚佛法息列辟之爭救生民之苦」(『朔




                                                                                                                                               
ブツンダンパ)を会盟の依怙尊としてお招きした。」[KPN, 68a]とある。その具体的な役割は
分からないが、これがガンデン寺座主と同じ高さの席にさせた原因とも考えられている。 
５２ ガワン・ロドゥ ・ーギャンツォ・ペルサンポ(ngag dbang blo gros rgya mtsho dpal bzang po, 
1635-1688)。1682年にゲルク派総本山ガンデン僧院の座主となる。1685年、クレーンベル
チルの会盟にダライラマ 5世の名代として赴くため、ガンデン僧院の座主の地位を辞す。 
５３ 「達賴喇嘛亦遣噶爾亶西勒圖爲使赴盟」(『朔漠』「巻 3, 17」)。 
５４ 『朔漠』「巻 3, 21」 
５５ 席の高さを同じにしたとされる。ガルダン・シレトゥはダライラマの名代でもあり、
ジェブツンダンパとは身分が明らかに違った。 
５６ 『朔漠』「巻 4, 19」 
５７ バートル・ホンタイジ(baγatur qong tayiǰi, ?-1653)。オイラトの一支ジューンガルの首長。
オイラトを統一し、1640年に大法典(yeke čaaǰi)を制定、いわゆるジューンガル王国を成立
させた。 
５８ チベット第 2の法王とされる。ツァンのタシルンポ僧院の座主。この時は 1世(諸説あ











を受け、1650年に禁教となる[山口 2004, p.259]。 
６２ ターラナータ(taranatha/ kun dga' snying po/ jo nang rje btsun tā ra nā tha, 1575-1634)。『イン
ド仏教史』など著作多数。自身の寺院は、タクテン・プンツォクリン(rtag brtan phun tshogs 






６４ ロサン・テンジン・ギャンツォ(blo bzang bstan 'dzin rgya mtsho, 1605-?)。2代遡った前




ォ(ye shes rgya mtsho, 1592-1604)。いわゆるウェンサ・トゥルクの系統とされる。 
６５ ザヤ・パンディタ・ロサン・ティンレー(dza ya pan di ta =blo bzang 'phrin las, 1642-1715)。
アバタイの弟トメンケンの転生者と認定され、1654 年に初めてジェブツンダンパに謁見、




６７ ツォンカパ＝ロサン・タクペーペル(tsong kha pa blo bzang grags pa'i dpal, 1357-1419)。ゲ
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６９ トンドゥプ・リンチェン(don grub rin chen, 1309-1385)。ツォンカパの師。1349年にチ
ャキュンタクを建立。 
７０ チャキュン・テクチェン・ユンテン・タルゲーリン(bya khyung theg chen yon tan dar rgyas 
gling)。アムドのゲルク派寺院。1349年にトンドゥプ・リンチェンによって建立。 
７１ [KPN, 64a-65a] 
dgung lo bco lnga pa 'gal ba zhes pa sa mo glang lor dbus gtsang dag pa'i zhing du byon/ rje 
btsun rgyal ba gnyis pa'i 'khrung yul sku 'bum dang/ bya khyung dgon/ byang re sgreng/ rin 
chen brag/ thang sag dga' ldan chos 'khor/ stag lung/ ser 'bras dge gsum bkra shis lhun po 
thams cad nas bsu ba ser sprengs rgyas ba rgyal ba yab sras phebs ba'i lugs bzhin gzabs rgyas 
gnang/ dge ldan khri rin po che chu bzang pa dang mjal dar rtse sprod mdzad/ rgyal ba yab 
sras la khri 'bul dang/ grwa sa che chung phal che bar mang 'gyed gya nom pa gnang/ ―中略
― de nas gzhung nas grwa tshang gi bla mar rnam rgyal grwa tshang gi slob dpon mdzad 
cing/ bya yul gyi mkhan po gnang ba'i shar khang sku skye dang/ 'bras spungs spyi sa'i gnyer 
pa phyag mdzod dang/ 'bras spungs tshogs chen gyi dbu mdzad/ sku gzhogs rtse'i mgron gnyer 
mkhar nag chos mdzad/ byams pa gling pa yin pa'i sku skye gsol dpon/ bla sman pa dwags po 
drung 'tsho ba/ spyan yas pa yin pa'i lha bris pa sogs bod kyi grwa pa lnga bcu tsam phyag 
g-yog la gtong ba gnang ba sogs bla chen gyi mthong bdag rkyen 'gran zla dang bral ba mdzad 
cing/ rje'i dbu bla chos rje don grub rin chen gyi dgon pa bya khyung brag gi khrir mnga' gsol/ 
yos lo'i dgun kha bzhugs sgar la phebs/  
７２ 最も重要な例と思われるのは、アルタン・ハーンの曾孫ユンテン・ギャンツォ(yon tan 
rgya mtsho, 1589-1616)がダライラマ 4世に認定されたことであろう。 
７３ 1660年から 1679年にかけて。 




７６ ドムトンパ('brom ston pa, 1011-1064)。アティーシャ(982-1054)の弟子。カダム派の開祖。 
７７ [KPN, 64b-65a] 
gzhan yang rje nyid kyi zhal nas/ de dus chos la don gnyer chen po ma byas pa'i skyon gyis 
zin bris su ma bkod ma ma gtogs/ nyi ma dang por mdo rgyud dang rgya bod kyi mkhas grub 
mang po'i gsung sogs drangs te ljags bshad rgyas pa rang gnang ba thams cad blo la zin ma 
thub kyang/ nyi ma gnyis pa nas bzungs te gang gnang ba thams cad zin bris byed thub pa 
nges par yod kyang na so gzhon pa dang/ chos la gal po cher ma byas pas yi ger 'god rgyu ma 
byung zhes gsung ba dang/ pan chen thams cad mkhyen pas rje tā ra nā tha 'i sku skye yin 
gsung ba gsung gis byin gyis brlabs pa dang/ rje tā ra nā tha'i mtshan gyis byin gyis brlabs pa'i 
bka' drin gyis shes rab dga' mo yod kyang ma nus pas 'di 'dra byung ba yin/ zhes gsungs pa ni 
rjes 'jug gi gdul bya bdag lta bu brtson 'grus byed dgos pa'i don dug sungs par snang/ gzhan 
yang rje 'di nyid thugs dam brtag pa la sogs pa zhus na'ang/ ngas de 'dra'i rigs byed ma myong 
gsung ba sogs dge pa'i bshes gnyen 'brom ston pa ltar rang gi sku yon sped gang thub gnang ba 
７８ ケトゥブ・ジェー(mkhas grub rje, 1385-1438)。ツォンカパの弟子のうちの１人で、第 3
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代ガンデン僧院座主、すなわちパンチェンラマ 1世。 
７９ [KPN, 74b-75a] 
rgyun du rjes gnang gi rigs 'ga' ma gtogs dbang chen gyi rigs bsnyen ba ma song gsungs nas 
gtan nas mi gnang/ de yang ba snyen sogs dag par ma byas par/ dkyil 'khor las la 'jug pa dang/ 
zhes pa'i don dang mthun par gnang ba dang/ lhag par mkhas grub thams cad mkhyen pas/ bla 
ma chog rgyud don mi shes shing// dam tshig sdom la mi gnas rnal 'byor bral// bsnyen sogs ma 
dag gang byung lag len gyis// slob ma rjes 'dzin dbang gi gzugs brnyan yin ces dang/ mo dang 
rtsis lung sman pa'i ngag nyan nas// dam tshig sdom pa spangs pa'i slob ma la// brgya phrag 
dbang bskur 'bul ba'i brje tshong can// dmyal ba'i sgrub thabs dbang gi gzugs brnyan yin/ ces 
gsungs ba ltar bdag lta bus dbang gi ming btags pa'i ging byung mang byung byed mkhan 
dgag ba'i phyir don gyis mdzod pa yin 'dra zhing/  






大密教経典(gsang bde 'jigs gsum)として重んじている。 
８３ [KPN, 75a] 
gzhan yang rje btsun 'jam dbyangs kyis rje btsun tsong kha pa chen po la dbang bka'i rigs ma 
byed/ gzhan du tshe thung par 'gyur zhing/ dngos grub las ring bar 'gyur ba dang/ bstan pa la 
phan thogs tshung du 'gro gsungs bas/ zhal bzhugs du sa su rje gnang re tsam ma gtogs/ dbang 
bskur gtan mi mdzad ba'i rgyu mtshan de yin gsung zhes bla ma rtogs ldan pas mdzad pa'i rje'i 
rnam thar zur 'debs las gsungs pa ltar dgongs pa yin shes kha/ rtogs ldan pas de ltar gsungs pa 
ltar rje gnang dang dbang bka'i rigs gnang gi med tsho gsang 'dus kyi dbang brgyud dang rjes 






８６ [KPN, 74b] 
de skabs rje 'di pas rgyal dbang mchog gis rdo rje phreng ba'i dbang gnang skabs 'khor lo 
bsgyur drug gi dbang gi nyin rus rgyan thams cad bzhes shing bzhugs pa shin tu mdzes pa yod 
bas gsungs nas rgyun ring po'i bar bshums rang bshums par rje btsun mas kyang ma bshums 
spyan spos yang zhus kyang bshums 'phro ma chad/  
８７ ターラナータの寺院。タクテン・プンツォクリン(rtag brtan phun tshogs gling)。 
８８ [KPN, 74b] 
snga sor rgyal dbang mchog gis rje kun dga' snying po la mi mnyes pa'i gsung rnam thar la 
brgyag pa gnang ba dang/ rtag brtan gyi dngul gdung bshig pa sogs la brten tshul bstan la cung 
thugs mi mnyes pa yod shas kha snyam pa'i log rtog mun khung du nyi ma shar pa ltar bsal 
nas dngos su zhu ma nus kyang 'gyod pa skyes te snying thag ba nas bshags pa phul/  
８９ 「皇上軫念喀爾喀厄魯特累世恪共職貢特頒聖諭令其和好又勅達頼喇嘛遣使諭兩部落息
兵罷戦」(『朔漠』「巻 4, 10‐11」) 
９０ 「勅書到日即為息争修好則爾(ガルダン)恭順之心朕實嘉之亦已勅諭土謝圖汗令其罷兵矣







                                                                                                                                               
９３ 「皇上洪仁先遣阿齊圖綽爾濟學士拜禮後遣伊拉古克三庫圖克圖商南多爾濟諸喇嘛大臣
爲使屢經公議逐出七旗使歸故土而索折卜尊丹巴土謝圖汗兩人後商南多爾濟又當濟隆庫圖克
圖伊拉古克三庫圖克圖之前許畀」(『朔漠』「巻 14, 9」) 
９４ 黒龍／海純良[2008, p.51]  
９５ 「西套蒙古首領和羅理“往援察琿多爾濟(トシェート・ハーン＝チャグン・ドルジ)、乞
師于朝”、清朝“不允和羅理請”。羅卜藏袞布阿喇布担則自兵援喀爾喀、中途被清使阻止撤帰。
(包文漢整理『清朝藩部要略稿本』黒龍江教育出版社, 1997, p.138)」(黒龍／海純良[2008, p.51]) 
９６ 「土、哲二人却率領 10万之衆投奔清朝。」(黒龍／海純良[2008, p.51])。「賜牧土謝図汗
部于蘇尼特界内、車臣汗部衆于烏珠穆沁界外、賽因諾顔部衆于烏拉特界外、共計 10余万人。」
(『康煕起居注冊』「康煕 35年, 11月 26日」・『皇朝藩部要略稿本』「第 3」・『喀爾喀部要略
一』(pp.47-48)・[黒龍／海純良 2008, p.52])。 
９７ 「噶爾丹做出積極回應、“跪于威靈佛前”、設誓“自此不敢犯中華皇帝之所属之衆（『清
初五世達賴喇嘛檔案史料選編』中国藏学出版社, 2000, p.164）”」(黒龍／海純良[2008, p.58]) 
９８ 「想此乃小人欲自脱其身而爲此言爾果有此旨豈有不授爾勅者乎執来歸之人以畀其讐可
乎勅諭甚明何常不解爾奏内之言即汝亦未常不解我之言然皆烏蘭布通(ウランプトン)戦前之
事誓後不得復引以爲辞」(『朔漠』「巻 14, 11」) 
９９ ケルレン河の上流のバヤン・ウラーンという地。北京から 1 千キロメートルほどとさ
れる[岡田 1979, p.40]。 
１００ トシェート・ハーンとジャサクト・ハーン。 
１０１ [KPN, 70a] 
skyes bdag ces pa lcags lug gi hor zla bzhi bar mtsho bdun zhes par gong ma rgyal po phebs/ 
rje 'di pa dang khal kha'i rgyal po gnyis kyis gtsos pa'i dpon che chung thams cad la gong ma'i 
mjal khag nang/ rje 'di bdam ngas las sngon du gong ma'i gzims gur la gdan drangs phan tshun 
mjal dar phul te mjal 'dzom gnang nas thugs yid gcig tu 'dres pa lta bur dgyes ba chen po 
gnang/ bzhugs gral chen mor phebs nas ston mo gzabs rgyas gnang/ nyin gcig gong ma rgyal 
po yang rje 'di ba'i gzims gur la phebs/ sku gong ma mang por mchod yon gyi 'brel pa yod pa'i 
stabs kyis phan tshun thugs nye mo dpe med mdzad/ de skabs gser dngul gyi snod sbyad mang 
po dang/ dngul srang stong phrag gcig/ gong ma rang gi gzims gur/ chibs chen sga bcas tshang 
ma rnams phul/  
１０２ ダライラマ 5世の 1653年の北京訪問を指している。 
１０３ [KPN, 70a-70b] 
lo de'i dgun kha pho brang chen po be' cing la phebs zhus pa ltar pho brang chen por phebs/ 
de skabs snga sor rgyal ba thams cad mkhyen pa chen po phebs skabs bzhin rgyal po'i a khu 
dang jo lags dbang sogs kyis gtsos pa'i dbang chen po brgyad dang gzhan yang mi bzang che 
chur mang bos pho brang gi phyi logs su ras gur rgyab ste gsol ja dang bcas te phebs bsu rgyas 
pa gnang/ de nas pho brang du sbyan drangs gong ma yang phebs bsu la byon te sngar zhag 
gnyis gsum tsam song ba dang pho brang nang du thugs 'gol ba gnang nas gsung bgros mang 
po mdzad kyin yod pa 'dug/  
１０４ 孝荘文皇后(1613-1688)。順治帝の生母。父はホルチン・モンゴルの首領。 
１０５ [KPN, 70b] 
hor zla bca gcig par shar ka'i khu re' la gong ma chen po snga ma'i yum tha'i hung tha'i hus 
bzhengs pa'i thub dbang gi sku mi tshad ma dang/ tshe dpag med kyi sku khru gang lhag tsam 
brgya tham pa dang/ tha'i hu chen mo'i dgongs rdzogs la bzhengs ba'i bka' 'gyur gser ma rnams 
la rab gnas zhu bar rje 'di pa sbyan drangs/ de nyin sku gzhogs nying kyi na bza' la dpe byas 
nas bzos pa'i gsol slog bul ka'i nang sha can dang/ wa nag gis pyi(<phyi) byas gos chen gyis 
nang sha byas pa'i ber mu tig gi rgyan can dang/ wa nag gi dge ldan zhu ser dbu zhwa gser gar 
blug gi rdo rjes rgyan pa gser skud kyis bcos pa'i gos khyad 'phags las grub pa'i sku chos dang/ 
shin shing cang gis bzos pa'i sku gnang/ mu tig byi ru sogs rin po ches brgyan pa'i zhabs bcags 
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sogs na bza' cha tshang phul ba gong ma'i thugs dgyes pa'i ched du bzhes pa gnang/ 
１０６ ツォンカパの命日であるチベット暦 10月 25日に行われる法要。 
１０７ ガルダンがエルデニ・ジョー侵攻の時(1688年)。 
１０８ [KPN, 71b-72b] 
anggi ra zhes pa chu spre'i ston ka gong ma ri dwags kyi sar byang la phebs skabs chibs kha 
sgyur te gong ma dang mjal 'dzom gnang ste gsung gleng zhib rgyas gnang/ dpal gdong zhes 
pa chu bya'i dbyar ga(<ka) gong ma chen mo(<po) sku ltem par spyan drangs/ sku'i rim gro 
stobs chen dang sgrol ma g-yul bzlog kyang mdzad cing/ de skabs byang grol gyi rgyur gyur 
pa'i 'brel pa yang bzhag yod pa 'dra gong ma'i/ bsnyung gzi yang mgyogs myur du dwangs/ 
kha rtags che legs mang ba dang/ gos yug nyi shu/ dngul srang stong phrag gcig phul/ de skabs 
bdag gis kyang tshe dbang zhus shing lcang skya khu' thog thu la phyag pyi zhus/ de'i ston ka 
gong ma ri dwags la phebs skabs sngar lugs bzhin mjal 'dzom gnang/ bsnyen bkur zhabs tog 
rgya chen po mdzad/ dngos po zhes pa shi(<shing) khyi'i ston ka gong ma ri dwags la phebs 
skabs sngar lugs bzhin mjal 'dzom gnang/ de'i dgun kha bdag gis phyag dbang la phyin/ lnga 
mchod grol grol bsngad de tshe dbang dang sgrol dkar yin bzhin 'khar lo/ 'jam nag gi rjes 
gnang rnams zhus/ sku gzhogs nyid kyi sku gzan/ dngul man kha rtags dang bcas pa/ gdan/ 
snye 'bol rta bzang po gnyis kyi gnang sbyin kyang stsal/ de skabs dus zir(<zin) gi skabs skyon 
byung ba'i rgyal ba rigs lnga dang/ bde gshegs mchod rten brgyad sogs rten che chung du ma'i 
zhig gsos mdzad ching rab gnas kying(<kyang) gnang grub 'dug/ na chod ldan ces pa shing 
phag gi ston ka sngar lugs bzhin gong ma chen po dang mjal 'dzom gnang/ de dag gi snga phyi 
bar gsum du tsho ba brgyad/ a paka/ su nyid/ u tsu mer chin/ or dus sogs kyi bla dpon che 
chung skya ser mchog dman mjal mkhan du mar dam pa'i chos kyi char pa phab ste smin grol 
la bkod lo der sku skeg gi sku rim la bka' 'gyur tshar mang po sogs sku rim stobs chen mdzad 
'dug/  
１０９ KPNには、侄子「don grub e pu」という者と康熙帝の公主の婚礼となっている。「侄
子」が、ジェブツンダンパの「侄子」であるか、康煕帝の「侄子」であるかは定かでない。 
１１０ クトル(dgu gtor)。12月 29日に行われる、9人の悪魔を追い払って新年を迎える儀式。 
１１１ ロサル(lo gsar)。チベットの新年法要。 
１１２ 雍正帝(1678-1735, 在位：1722-1735)。清朝の第 5代皇帝。廟号は世宗。 
１１３ 同年とは記されていない。 
１１４ [KPN, 64a] 
dgung lo lnga'i steng du khri 'don mdzad pa'i sgo nas rten 'brel legs par bsgrigs/ mkhas grub 
sangs rgyas ye shes kyi sku'i skye ba dben sa sprul pa'i skus rab byung gi mkhan po mdzad 
de// mtshan blo bzang bstan pa'i rgyal mtshan du gsol zhing/ mgon po'i rjes gnang phul/ de nas 
rgyal ba yab sras kyi sku gzhogs su zhus par rje btsun dam pa'i sprul skur ngos 'dzin gnang/ 
１１５ [D5N, ca, 113a2-4] 
'bras spungs sngags pa gnyal gung snang chos rje 'jam dbyangs sprul sku'i yongs 'dzin du 
'byon rgyu ―中略― 'jam dbyangs sprul skur tshigs bcad kyi 'phrin yig bsrings/  
１１６ [KPN, 64a] 
'bras spungs sngags pa'i bla ma bka' gdams glegs bam nas sung bstan pa'i spon slob nam 
mkha' bsod nams grags pa yongs 'dzin du gdan drangs/  
１１７ 『ザヤ・パンディタ自伝』, 328a 
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rnam rgyal lo la rgya bod thams cad du/ mkhas dang grub pa'i skye ba mang ba zhes pa/ 'jam 
dbyangs chos rje'i rnam 'phrul byang phyogs kyi/ bstan 'gro'i ched du bsam bzhin legs 'khrungs 
pa/ rje btsun blo bzang bstan pa'i rgyal mtshan gyi/ gser zhal mjal zhing tshe dbang zab mo 
zhus// no yon khu thug thu zhes tshe lo gnang/  
１１８ 『ダライラマ 5世の手紙集』, 44a 
'jam dbangs chos rje bkra shis dpal ldan pa'i skye bar grags pa jo nang sprul sku kun dga' 
snying po'i yang srid khar kha thu she ye thu rgyal po'i bur byung ba la springs pa rdo rje'i rna 
bar 'thul ba'i ma la ya'i dri//  
１１９ [D5N, ca, 107a] 
jo nang sprul sku de 'jam dbyangs chos rje'i sku skye yin pas 'bras spungs phyogs la dag 
snang che bas 'jal bar yong tshul ze dgur mdon chung gi sgo nas mdzad pa'i g-yo can drang 
por sma mkhan zhag snang/  
１２０ 『ダライラマ 5世の手紙集』, 44b 
sbyangs pa'i thos pa'i lcags kyo yis/ mdo rgyud rid wags mig can rab 'gugs pa'i slob bu yongs 
su 'dzin mkhas bsod nams kyi grags pa  
１２１ 成立は諸説あるが、『蒙古喇嘛教史』(外務省調査部訳, 生活社, 1940)によると、1819
年、甘粛ラブラン寺の僧ジクメ・ナムカがトゥメトの寺ガンデン・シェートゥブリンで著
したとある。 
１２２ 『蒙古佛教源流』, p.292(チベット語) 
gzhan yang hal ha'i yul gru chen por grub thob kyi 'khor los bsgyur ba nag po spyod pa dang 
kun mkhyen 'jam dbyangs chos rje rang grub chen tar a na tha'i mchog gi sprul sku mthong 
ban a dbe bar gshegs pa nam mkha'i thig le zhes bya ba'i sangs rgyas kyi mdzad pa ston dgos 
kyi rje btsun dam pa blo bzang bstan pa'i rgyal mtshan  
『モンゴル佛教史』研究〔四〕, 19504-19508, p.148(モンゴル語) 
busu basa qalq-a-yin yeke orun-a siditen-ü zharawarta kala zhar-a kiged, qamuγ-i 
ayiladuγč 'ǰam dbyangs chos rǰi ba yeke siditü da-a ra na-a ta-yin degedü qubilγan bey-e, 
sirege edüi čaγta, sayibar aǰiraγsan oγtarγui-yin dusul neretü burqan-u ǰokiyal-i 




１２４ 『ザヤ・パンディタ自伝』, 328a 
１２５ KPNが記されたのは 1700年頃と思われる。 
１２６ [D5N, ca, 154a] 
zla ba bcu gnyis bar khal kha pa thu shi se thu rgyal po'i sras 'jam dbyangs sprul sku dang o 
rod nas do go long tshe ring sogs 'grul pa mang ba 'byor/ khong pa 'jam dbyangs chos rje'i sku 
skye'i dbang du btang ba'i tshogs chen gyi ser sprang dang rta bsu'i rkyen cher mdzad/  
１２７ 「dbang du btang ba」は、「falling under the power of」すなわち「～の力に屈した」と
いう語原から「hypothetical＝仮定上の、仮想の」となる(Goldstein『Tibetan-English Dictionary 









                                                                                                                                               
１３０ [P1N, 140b-141a] 
de nas rgyal po mchod yon gyis rtag brtan la 'gro dgos tshul nan chags mdzad byung ba ltar 
zla ba  dgu pa'i nyer bdun la 'gro bar brtsams/ ―中略― rim gyis rtag brtan du sleb ste zla ba 
bcu pa'i tshes gsum nas bzung/ gsang bde 'jigs gsum gyi dbang bzhi yongs su rdzogs pa dang/ 
mgon po chos rgyal lha mo sogs kyi rjes gnang dang chos spyod mang po'i lung yug tu stsal/ 
der mang ja kha shas dang/ grwa pa brgyad brgya tsam la bkra shis kha btags re/ gos chen kha 
re/ sman tse kha re rnams kyi 'gyed kyis mnyes par byas shing gso sbyong yang/ rgyas par 
byas/ rtag brtan gyi lha khang steng 'og thams cad kyi gtso bo rnams la snyan dar legs par 
phul/ ―中略― slar bkra shis lhun por sleb/ ―中略― de nas ring po ma lon par dge ldan chos 
'khor ba dpon slob dang thar pa ba dpon slob rnams rim par byon pa la bde mchog 'jigs byed 
gnyis kyi dbang bzhi dang/ chos skyong 'ga'i rjes gnang/ gsang 'dus dang kun rig gi mngon 
dkyil gyi lung sogs chos kyi bzhed pa bskangs/ dgun chos dang po'i thog bkra shis lhun po'i 
tshogs pa la byu ru'i 'gyed dang gtsang phyogs kyi dgon che kha thams cad la yang de dang 
mtshungs pa'i mang 'gyed btang/ de nas bung(<bong) bu'i lo'i spyi bskyur smon lam sogs gong 
'phel phun sum tshogs ba byung/ zla ba gsum pa'i nang du 'jam dbyangs sprul ba'i sku dpon 
slob dang thu sha'i thu yab sras sogs khal kha'i 'grul pa skya ser phon che ba 'byor/ mang 'gyed 
dang 'bul ba bzang po byung zhing sprul ba'i skus dge tshul gyi sdoms ba yang dag par bzhes/ 
gzhan yang 'jigs byed kyi dbang bzhi sogs dbang rjes gnang ci rigs ba phul/  
１３１ ゲルク派の主要な寺には「ガンデン(dga' ldan)」の冠名がつくことが多い。「タクテン」
改めガンデン・プンツォクリンは以降、ゲルク派の経典印刷所として機能。 
１３２ [D5N, ca, 262b-263a] 
'jam dbyangs sprul skus rtag brtan du bshad grwa 'dzugs dgos zhus pa ltar sde pa zhal bzhugs 
skags chos 'khor gling pa rnams lo gcig gnyis chos dbar la 'byon dgos tshul gnang 'dug pas 
gsang sgor pan/ khyad kyis ma 'gyangs par chos dbang 'dags su bcug/ lcags stag grub mtha' 
bsgyur song bar gan gser gsol gyi rnam pas rnying pa mi 'gyur bar ma zad gsar pa rnams 
kyang skyo ma snga btsan du 'gro yin yod 'dug gshis snye thang drung chen can btang ba'i gra 
rnying rnams dgon lag gzhan du dbyung/ rtag brtan du dge lugs kha zhe mtshungs pa'i sa gcad 





第 3 章 清朝による統治政策とチベット仏教の導入 
 
 





























第 1項 アラシャン安置にいたるバートル・ジノンへの対処 
 


























 康熙帝は、1677 年(康熙 16 年)12 月８、バートル・ジノンによる境内侵入への対処として




光[2007]は、その理由として 1673 年(康煕 12 年)から 1681 年(康煕 20 年)にかけての三藩の
乱をあげ、清朝がバートル・ジノンたちの問題に軍事力を差し向けられなかったのではな
いかとしている[斉光 2007, pp.68-69]。 
 そこで康熙帝は、バートル・ジノンやエルデニ・ホショーチと繋がりがあったとされる
青海ホシュートのダライ・バートル・タイジ１４とメルゲン・タイジ１５に、1679 年(康煕 18
年)4 月 2 日付で勅旨を下し、処罰と人畜の返還を要求した１６。そして、これが功を奏した















っていったウラト(urat)の 30人、ニン・ヒヤ・ホトン(ning hiya hoton=寧夏城)の 120頭
の馬、ソコホトン(soko hoton)の 10の甲冑を、あるだけ合わせて納めたのであった。〔し
かし、〕勅旨は明らかに下されなかった。よって、この世の苦しみに困窮している者を














1684 年(康熙 23 年)10 月 19 日付の文書を上奏しているが２２、そこには再び康煕帝に対する
感謝の言葉、そしてガルダンが敵であるという意思表明、さらにはアラシャンの地を康煕










い…(『蒙古堂檔』「第 4冊, 康熙 23年 10月 19日条, pp.156-160」)２３ 
 














ハーン」の称号を授けられたことをあげている[宮脇 1995, pp.201-202][斉光 2007, p.72]。ガ
ルダンは、青海侵入を望まなかったダライラマ 5世の意向に背けなかったというのである。
それでも康熙帝は、1682 年(康熙 21 年)7 月に、再びガルダンにエルデニ・ホショーチとバ
ートル・ジノンの処罰を要求したとされる。バートル・ジノンがエルデニ・ホショーチの
名を記して上奏した文書は 1682年(康熙 21年)8月 26日付なので、この上奏文がもっと早く
届いていたら、康熙帝はエルデニ・ホショーチとバートル・ジノンの処罰要求を保留して

















力になったのではないかしている[斉光 2007, p.74]。よって、康熙帝は、『清実録』「康煕 22
年 7月甲申(15日)条」において、ガルダンにエルデニ・ホショーチとバートル・ジノンを処
罰させる方針に対し、彼らを収めることはできないであろうと述べたのである。 
 康熙帝は、1685 年(康熙 24 年)11 月 17 日付のダライラマ 5 世宛ての書簡においてバート
ル・ジノンたちの処遇について述べている。この書簡は、康煕帝がいわゆる水面下でガル
ダンに託していたエルデニ・ホショーチとバートル・ジノンへの処罰の期限であった 1685

































































も基本的に遊牧社会の原則を踏襲するものであったという[斉光 2007, p.76]。 










ンによって切り崩されることになる。1687 年(康熙 26 年)、ガルダンによるハルハ侵入が勃
発したのである。 
ガルダンがハルハに侵入した直接の原因は、トシェート・ハーン＝チャクナ・ドルジが












第 2項 バートル・ジノンの報告とガルダンによるハルハ侵入の状況 
 






























であったともいえる。ところで、康煕帝の方では、1689 年(康熙 28 年)にガルダンに向けて
バートル・ジノンがいまだ清朝に服属していないことを述べている３１。斉光[2007]は、ガル
ダンがバートル・ジノンの引き渡しを要求して清朝に侵入することを康煕帝が避けたため




























































って主が教える勅旨を聞いて来いとゲブチュを派遣した。(『蒙古堂檔』「第 10 冊, 康
熙 28年 9月 28日条, pp.420-421」)３４ 
 
 ロブサン・ゴンボ・アラブタンは、1688年(康熙 27 年)に身を寄せていたダライラマ 5 世
















































































































ンがアラシャンに派遣されたとしている４２[斉光 2007, p.79]。 
 この西安将軍ニヤハンの到来は、バートル・ジノンにとって寝耳に水であったようであ































の身体を慈しんだ福を如何ようにでもできよう。(『蒙古堂檔』「第 10冊, 康熙 31年 12






















はない。(『蒙古堂檔』「第 10冊, 康熙 32年正月 27日条, pp.24-25」)４６ 
 













































































































堂檔』「第 10冊, 康熙 32年 5月初 2日条, pp.116-117」)５２ 
 
ここでは、清朝とチベットが共同で管轄していたと思われる打箭爐(ダルツェンド, dar rtse 
mdo)の防衛について、清朝とチベットの間で意見交換が行われたことが窺える。ダライラ





























































































































































山事業といえば、1683 年(康熙 22 年)から始まる計 5 回の巡幸があげられる。この 5 回の巡
幸については、王敬雅[2014]が『清実録』や『起居注』などを基に各巡幸のルートや同伴者
等を特定し、入山の目的等を具体的に述べている。概略すると次のようになる。 
1 回目の巡幸は、1683 年(康熙 22 年)2月 12日から 3月 6日までの間、康熙帝にとって初
の五台山入山とされる。2回目の巡幸は、1683年(康熙 22年)9月 11日から 10月 9日までの
117 
 
間、この時は孝荘文太皇太后が途中まで同行した。3 回目の巡幸は、1698 年(康熙 37 年)正
月 27 日から 2 月 22 日までの間、この時はハルハのジェブツンダンパとともに入山した。
当時、ジェブツンダンパはジューンガルとハルハの抗争の影響で清朝に亡命していて、康




41年)正月 28日から 2月 28日までの間、この時は皇太子胤礽、皇四子多羅貝勒胤禛、皇十



































復した 10 ヶ寺を改宗したのは 1701 年(康熙 40 年)のことで、羅睺寺、寿寧寺、三泉寺、玉
花池、七佛寺、金剛窟、善財洞、普寧寺、台麓寺、涌泉寺の 10ヶ寺を「漢地佛教寺廟」か






















(『五台県志』第 5編宗教志, 第 1章佛教, 第 2節組織管理, 1．管理機構, p583) 
 
 























ていたとされる。1659 年(順治 16 年)、ガワン・ロサンは順治帝の勅により五台山菩薩頂に
おいて「番漢経書」を「總理」することになり、その 2年後に改めて順治帝の勅が下り「五
臺山眞容院」に住持したようである。ガワン・ロサンは、1683 年(康熙 22 年)の「聖祖が臺
山に幸臨」した際に、康熙帝から「清涼老人」の封号を賜り、五台山全体を統括する僧と































羅睺寺は、霊鷲峰の麓にあり、高明和[1998]と肖雨[1998]によると 1705 年(康熙 44 年)、



























である。「射虎川臺麓寺碑文」７７によると、康煕帝は、1683 年(康熙 22 年)の巡幸の際に台
懐から数十里離れた場所で、たまたま居合わせた虎を射止めたという。また『清涼山新志』

















































































チャンキャ 2世(ngag dbang blo bzang chos ldan dpal bzang po, 1642-1714) ８２の主導のもと行
われるようになったとされる。崔正森[2000]によると、チャンキャ 2 世は 1705 年(康熙 44
年)に五台山において菩薩頂を含めた 10ヶ寺をチベット仏教寺院に改め、また鎮海寺、普楽
院、財善洞、廣化寺、文殊寺、金剛窟の 6ヶ寺を管轄するようになったという８３。張元[2011]










































る記述でもある。つまり、文をそのまま受け取ると、チャンキャ 2 世はダライラマ 2 世の
転生者ということになり、これが罷り通るには、いくつかの矛盾が解消されなければなら















ンキャ 2 世の転生認定に関する記述は見当たらない。C2N によると、後にチャンキャ 2 世
と呼ばれることになるゲンドゥン・キャブ(dge 'dun skyabs)という少年が、生まれながらに
才知に優れていたため、パンチェンラマ９０から「タクパ・ウーセル(grags pa 'od zer, ?-1641)
の転生者」に認定されたという。タクパ・ウーセルは、現在の青海省互助土族自治県(五十
郷灘村)にあるグンルン寺(dgon lung byams pa gling)の座主であった。そして、タクパ・ウー
セルが「チャンキャ」という村の出身であったため、その転生者に認定されたゲンドゥン・
キャブはチャンキャ 2 世と呼ばれるようになり、さらにはグンルン寺に住持することにな
った。1652 年(順治 9 年)、チャンキャ 2 世はツォンカでダライラマ 5 世に謁見した９１。こ
の年は、ダライラマ 5 世が順治帝の招請によって北京を訪れた年でもあり、おそらくダラ
イラマ 5世は北京へ向かう途中でツォンカに立ち寄ったのであろう。 
C2N によると、その後、チャンキャ 2 世はグンルン寺で学び、1661 年からはチベットの
ラサに留学している。ラサではデプン僧院('bras spungs dgon pa)のゴマン学堂(sgo mang grwa 
tshang)に入った。これは青海地方を含むアムド(a mdo, 東北チベット)の留学僧が倣う正規の




























ャンキャ 2 世の北京初訪問についてはもちろん、チャンキャ 2 世と清朝の関係が具体的に
どのようにして生じたかについては不明である。そこで、ここからは主に C2N に基づき、
チャンキャ 2世の経歴を辿ることにする。 




ゥは、1688 年(康熙 27 年)、チベットに戻る途中の青海のクンブム寺付近で死去した。その







た９７。ちなみに、妙舟『蒙蔵仏教史』には、この 1693年(康熙 32年)のチャンキャ 2世によ
る北京訪問の際、チャンキャ 2 世が扎薩克大喇嘛の職を受けたとあり、これを根拠に多く
の研究がチャンキャ 2世はこの時点で扎薩克大喇嘛の長に任命されたとしている。しかし、
池尻[2013]は、チャンキャ 2 世が C2N に自ら扎薩克大喇嘛の任命を受けたことを記してい
ない点や、この時期の扎薩克大喇嘛の長としてメルゲン・チュージェーの名を記している





















 1697 年(康熙 36 年)、チベットのダライラマ政権の摂政サンゲ・ギャンツォがダライラマ




























1698 年(康熙 37 年)、康熙帝はそのような状況の下、ハルハの高僧ジェブツンダンパとと



























庚辰年１０７(dpa' bo'i lo, 1700年, 康煕 39年)、〔清朝から〕グンルン大寺院(dgon klung 
chos sde che)に、神変大祈願会(cho 'phrul smon lam chen mo)を開催する費用を授かった。 
皇帝(康煕帝)がお造りになられた三部主像(rigs gsum mgon po'i sku, 観世音、文殊、持
金剛)を、文殊菩薩の聖地である五台山に招致し、スンシュク(gzungs gzhug) １０８を献じ


























初代から 6 代までが北京の崇国寺の出身であり、第 4 代の鼎増監錯もその系統に属してい
た１１２。ちなみに、第 3 代の老蔵丹巴は、1694 年(康熙 33 年)に『清涼山新志』を編纂した




も重修している。1705 年(康熙 44 年)には菩薩頂で金製の文殊菩薩像、観音菩薩像、普賢菩
薩像の三大士像などの建立、1700 年(康熙 39 年)と 1705 年(康熙 44 年)には菩薩頂と台麓寺
で「喇嘛」たちと梵書と蔵経を学んで研究したという１１３。つまり、チャンキャ 2世の五台
山入山時、すなわち C2N において最初に入山したとされる 1700 年(康熙 39 年)も、崔正森
[2000]のいうチャンキャ 2 世が五台山寺院の建立・改宗を始めたとされる 1705 年(康熙 44
年)も、実際の五台山事業は、チャンキャ 2 世ではなく北京の崇国寺系の僧が行っていた可
能性が指摘できるのである。しかも、歴代のチャンキャ・ホトクトが住持していた鎮海寺
















 辛巳年(khyu mchog lo, 1701年, 康煕 40年)、ハラチン(har chin)の公(kung)チャンパ・






























 つづくチャンキャ 2 世の手掛けた事業とは、ドロンノールの彙宗寺における活動に他な




翌 1702 年(康熙 41 年)から、チャンキャ 2 世は、彙宗寺において学僧の指導にあたった。
C2N には、その指導の様子が段階的に記されている。段階的とは、まさしく初歩的な「道
に適った行い('grigs lam kun spyod)」や「集団で念誦する方法(tshogs 'don byed tshul)」などの
実践１１８から、それこそ究極的な灌頂儀礼１１９までの過程である。それが数年に亘って、彙
宗寺の発展とともに略述されているのである。特別な法要や指導の際には、外部から専門









まってきた僧衆と、ペルサン・カブチュ(dpal bzang ka bcu)など、それにつづく多くの支
援者たちが、ジェドゥン・リンポチェ(rje drung rin po che)のトゥクダム(thugs dam)を明
確に信奉するという法要において尽力し、シェタル(shes dar)およびルンギャム(lhun 
rgyam)の 2人を〔病気に感染した者の〕傍らに留まらせてから、看護師が衛生学('phrod 
rten)、シェタルパ(shes dar pa)が法要(rim 'gro)などの準備に伴う運搬作業をとくに勤しん
で行った。 








ていたことが分かる。そして 1704年(康熙 43年)、チャンキャ 2世は、彙宗寺において「内




























 清代の五台山事業に、チャンキャ 2 世はどこまで関与していたか。従来の研究では、チ





しかし、C2N によると、チャンキャ 2 世は「国師」となってからも依然としてドロンノ
ールの彙宗寺での活動を続けていたようである。というよりも、C2N における五台山に関
する記述は、1700 年(康熙 39 年)に康熙帝の委託で三部主像を安置したこと以外に見当たら
ないのである。しかも、歴代のチャンキャ・ホトクトが従事していた鎮海寺でさえ、少な
くとも 1710年(康熙 49年)の時点では北京の崇国寺系の僧によって管轄されていたようであ
























































































                                                 
第 3章 註 
 
１ 『王公表伝』「巻 79, 阿拉善厄魯特部総伝」 
２ 史料では「子」と名乗っている。 
３ 『朔漠方略』「巻 1, 康熙 16年 10月甲寅(11日)条」 





８ バートル・ジノンの略奪行為が報告されてから 2ヶ月後。 
９ 『朔漠方略』「巻 1, 康熙 16年 12月辛未(29日)条」、[苗棣 1983, p.55]参照。 
１０ ガルダンの叔父チュフル・ウバシの孫ハンドゥの旧属人。 
１１ 『朔漠方略』「巻 1, 康熙 17年 4月甲午(25日)条」 
１２ 粛州東北の要塞。 
１３ 『朔漠方略』「巻 1, 康熙 17年 5月甲子(25日)条」 
１４ グーシ・ハーンの第 6子。 
１５ グーシ・ハーンの次子オンブの長子。 
１６ 『蒙古堂檔』「第 2冊, 康煕 18年 4月 2日, pp.90-92」 
１７ 同内容の文書が『朔漠方略』「巻 1, 康熙 18年 5月己未(2日)条」の涼州提督孫思克の上
奏文に記載されているので、バートル・ジノンの上奏文は内容が先に孫思克によって康煕
帝に報告されたと思われる。 
１８ モンゴル語の文書には「sečen qaγan」とある。 
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１９ 『蒙古堂檔』「巻 2, 康熙 20年条, pp.331-332」 
ūlet i bade amba efujen i erin i ojoro jakade, omihon de hamirakū ofi, banjirengge mangga oho 
be dahame, ejen i baru fudasihūn gūnin akū bime, emu udu ulen gamaha be aliyame toodara 
jalinde, encu niyalmai durifi gamaha urat i gūsin niyalma, ning hiya hoton i emu tanggū orin 
morin, soko hoton i juwan uksin be mutere teile acabufi jafaha bihe, hese getuken i 
wasimbuhakū ofi, ere jalan i joboro suilara be enduringge ejen genggiyen de gosireo,  
２０ 『朔漠方略』「巻 2, 康熙 21年 9月癸亥(19日)条」 
２１ 年月日は陳嵐・達力扎布[2016]に基づく。 
２２ 年月日は陳嵐・達力扎布[2016]に基づく。 
２３ 『蒙古堂檔』「第 4冊, 康熙 23年 10月 19日条, pp.156-160」 
mini kimungge bata g'aldan bošoktu, mimbe inu harangga seme abkai šun i gese dergi ejen i 
gainggiyen de wesimbuhe be, mini elcin ulame donjifi, minde jifi alara jakade, tere yargiyan i 
mini kimungge bata bihe kai. ―中略― geren i ejen cinggis adali, bi, hūsungge ejen i aisin i 
jase de nikefi bi. bardanggilame wesimbuhe g’aldan bošoktu de gelere gūnin akū bihe. desereke 
abkai gese. dergi ejen i genggiyen ci majige ilinjara hese wasinjiha de, hibsu gese arasiyan kesi 
be bahame. mini, genggiyen de hengkileki  
２４ 『蒙古堂檔』「第 4冊, 康熙 25年条, pp.511-516」 
ūlet ceni dolo efujehe fonde, lobdzang gumbu arabtan se facafi batur erke jinong, erdeni 
hošooci se, gin ta sy, ho lan šan alin i jergi bade somime daldame yabufi, batur erke jinong, 
erdeni hošooci se, ning hiya i hanci moomingga, ilan urat be durime cuwangname hūlha holo be 
yabuha be han i fafun be jurcehe bime, ocirtu han i forgon ci alban jafame doro emu oho be 
bulekušefi, cooha unggifi mukiyebuhekū, batur jinong inu gosiha be safi nikeme bisire de, ūlet i 
bošoktu han de, ambasa be šang benebume unggifi, ere erke jinong sini harangga oci bargiyame 
gaisu, bargiyame gamame muterakū oci minde donjibume wesimbu sehe manggi. bošoktu han 
inga aniyai niyengniyeri be boljofi, duleci ejen i ciha okini seme minde wesimbuhe boljohon ci 
dulefi ududu biya oho sere turgun be saha, te ahūn deo fakcafi giranggi yali fakcaha gese, tere 
ba akū be bulekušefi jenderakū, ambula šar seme bulekušefi, tere jergi joboha ergengge be emu 
bade acabufi tebuki sehe amba gosin, untuhun kumdu i abka cohome hesebuhe, joboho 
ergengge i akdacun aitubun i oron obuha de, yargiyan i dahame urgunjeme gūnimbi. ubade 
huhu noor i ba meni meni teisu dendehengge be dahame, fakcahangge be emu bade biburengge 
mangga, dorgi jase de hanci oci, geli ūlet ceni dolo hamirakū gisun hese ojorakū sembi. batur 
erke jinong ni tehe alak alin i ergi de acafi bisire be ulame gisurere be donjici, tere ba inu 
hafirahūn sembi. te amba han jilara eme, jui be šar seme gusire gese, doro de yaya ehe ojorakū i 
tebure ba i jergi sain ūnglige gosime jilame emu ergi de tebuki sehede, ubaci inu jasigan 
suwaliyame g'ambu lobdzang g'aldan be juwe biyade alak alin de isinara be bodome unggiki. 
tubaci inu jasigan suwaliyame amban tucibure be songkoi elhe ojoro onco babe gosire be 
bulekušereo.  
２５ 『蒙古堂檔』「第 6冊, 康熙 26年正月 5日条, p.32, pp.208-210」 
２６ 『蒙古堂檔』「第 6冊, 康熙 26年正月 5日条, pp.33-34, pp.210-212」 




                                                                                                                                               
２８ つまり、お見通しであり、共有されている、ということを意味するか。 
２９ 『蒙古堂檔』「第 10冊, 康熙 28年 9月 28日条, pp.418-419」 
g'aldan bošoktu i arga ambula erei cooha urehebi. suwe daci taifin banjiha be dahame, coohai 
doro be sarakū dere, mini tehe ba goro, suwembe amcarangga mangga, membe aliya seme 
alaha,  
３０ 『朔漠方略』「巻 4, 康熙 26年 10月己巳(24日)条」 
３１ 『朔漠方略』「巻 5, 康熙 28年 4月己卯(13日)条」・[斉光 2007, p.78] 
３２ 『蒙古堂檔』「第 10冊, 康熙 30年条, p.430」 
tere fonde, bi ambulakan nimeme ofi, han i amargici dahalara encehen akū ofi, han i 
genggiyen de wesimbufi, amba jugūn ci jailafi, mini juse cooha be han i jakade bibufi, aikabade 
bata hanci isinjici, minde niyalma takūran yaburengge hahi be dahame bi amcaci ojorakū seme 
alafi tuwahangga tuttu,  
３３ 『蒙古堂檔』「第 10冊, 康熙 28年 9月 28日条, p.420」 
damu niyalmai gūnin nikehengge be baita mutekini seme gūnire dabala, mini hūturi nekeliyen, 
kalkai yabun facuhūn ofi, gidabuha,  
３４ 『蒙古堂檔』「第 10冊, 康熙 28年 9月 28日条, pp.420-421」 
beye taifin i banjire de, mini amba haha jui akū oho, sirame geli lobdzang gumbu arabtan akū 
ojoro jakade, mini gūnin jobošume bisirede, ferguwecuke ejen, gosime efujehe urse be 
tohorombume, joboro gūnin be selabume taciburehese wasimbure jakade, mini gūnin ere juwe 
be weijuhe ci geli ambula urgunjehe, ejen i hese be dahame, bi, lobdzang gumbu arabtan i bade 
genefi ejen i tacibure hese be donjifi jioseme g'ebcu be unggihe,  
３５ 『蒙古堂檔』「第 8冊, 康熙 30年, pp.188」 
３６ 『蒙古堂檔』「第 8冊, 康熙 30年条, pp.188-189」 
dalai lamai elcin isinjime jakade, urgunjefi, niyalma dahalabume yalure ulha, kunesun aisilafi 
unggihe bihe, andala jecen i urse ci ehe kesun(<gisun) be donjifi amasi bederebuhe, bošoktu 
han suwende coohalaha seme donjifi, meni ubai baita inu labdu ojoro jakade, ere nansu be, han 
i ambasai emgi genefi, suweci gegen de ere turgun be wesimbukini seme unggihe, mini gūnin 
uttu bihe.  
３７ 康熙帝からはトシェート・ハーンに援軍することも禁じられていた。 
３８ 『蒙古堂檔』「第 8冊, 康熙 30年条, pp.189-190」 
sidende yargiyan tašan gisun labdu ojoro jakade, bi yaya turgun be šošome wesimbuhe, beye 
acifi narhūšame gisureci, yaya de iletu kai,  
３９ 『蒙古堂檔』「第 10冊, 康熙 28年 9月 28日条, pp.421-422」 
handutaiji, ini ehe facuhūn baitai emgi dergi ejen i fafulaha jase be efulefi, mini hanci tehe 
akūn i gese bihe mini deote be tabcilafi, tungserere tungse be waha. ere jergi weilei turgun de 
giyan i minbe weilen araci acambihe, ere turgun be same dergi ferguwecuke ejen mimbe 
ambula gosime oncodoro jakade, bi ambula urgunjefi, ilan jergi niyakūrafi, uyun jergi 
hengkilehe. g'aldan bošoktu be ulame donjifi, coohalaha adali gese, geli donjifi facuhūraha 
adali gese yaya baita be boljoci ojorakū, aikabade meni tehe babe cooha jime ohode, bana i 
hafasa, hese akū seme, membe jase dosimburakū, be geli cisui hese akū jase be dosici ojorakū, 
meni ere turgun be, uru waka be ilgara, jurgan i ambasa de alibumbi,  
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４０ 『蒙古堂檔』「第 9冊, 康熙 30年条, pp.424-425」 
ejen de wesimbure de, goro seci, hanci bisire minde jai turgunde alahakū seme hendufi, ninju 
anggala niyalma, susai temen, ihan, adun juwe tanggū, honin juwe minggan ilan tanggū 
miyoocan nadan, ere jergi jaka be, bi gemu asarahabi. si jifi gama seme elcin takūraha, uru 
waka be ejen bulekušereo, bulekušereo.  
４１ 内モンゴル南部。 
４２ 『清朝実録』「康熙 30年 6月乙卯(1日)条」 
４３ 『蒙古堂檔』「第 10冊, 康熙 31年 3月 27日条, pp.413-414」 
jiyanggiyūn amba cooha be gajime jidere jakade, sarkū ofi, geleme ejen i kesi be alime 
muterakū, balai samsime genefi banjire babe ufaraha ejen i ambula gosiha be gūnime encu 
gūnin jafaha ba akū jalin wesimbure gisun be, gemu genehe ambasa de alaha, genggiyen i 
bulekušereo, batur erke jinong bi ere ilan jalan de ejen be hing seme akdarangke yargiyan, 
amaga jalan i turgunde, dalai lama de hing seme unenggi gūnin i hengkilerengge inu yargiyan 
ferguwecuke ejen alašan gebungge bade tebufi, juwan aniya dolo bayafi jirgame banjiha bihe, 
―中略― balai samsifi genehe deote jušen irgen baime jiderede inu ja i gese ejen i ujihe kesi de, 
batur erke jinong bi bucetele harangga jušen irgen be tacibume hūsun buki,  
４４ 『蒙古堂檔』「第 10冊, 康熙 31年 12月 31日条, p.4」 
gaitai jiyanggiyūn amba coohai horon i enggelenjire jakade, mini geren gucuse alime 
mutehekū aššaha. geren be ilibume mutehekū bime, ejen i kesi be alime mutehekū ofi, banjire 
babe ufarara jakade, ambula jobombi. dergi ejen, mini fudasihūn facuhūn yabuha be oncodofi, 
weilengge beye be gosiha kesi be adarame mutembi.  
４５ 『清朝実録』「康熙 31年 3月乙丑(16日)条」 
４６ 『蒙古堂檔』「第 10冊, 康熙 32年正月 27日条, pp.24-25」 
huhu noor i jergi bade tehe urse, mini gisun, diba i ulhibume takūraha gisun ci jurcehekū ofi, 
bošoktu han de dayanahakū be, genggiyen de bulekušehe dere. batur jinong be huhu noor de 
tebure babe yabubuci, hūlha holo akū bime, fafun be dahame yabubure be tacibuci ombi＿ ei 
aikabade facuhūn be yabuci, amba ejen inu uthai mukiyebucibe, huhu noor de tebure babe dergi 
amba han cihakū oci, be inu daharakū sere ba akū,  
４７ 『蒙古堂檔』「第 10冊, 康熙 32年正月 27日条, p.25」 
bošoktu de, jirung hūtuktu be takūraha fonde, gashūha songkoi oso seme jasiha. ūlet i amba 
dulin ts'ewang rabtan de acaha be dahame, sain doro de acabume jabure be jasicibe, ūlet 
daharakū, facuhūn tucici huhu noor i amba ajige, tūbet hūsun hamirakū ohota  
４８ 『蒙古堂檔』「第 10冊, 康熙 32年 5月初 2日条, pp.115-116」 
batur erke jinong neneme umesi mohoro ten de isinafi, mimbe baime jihe manggi, bi dabali 
gosime banjire babe bahabufi alašan i bade tebuhe. mini gosiha ujiha kesi be onggofi, balai 
kenehunjeme ukame jailame babade yabufi, te geli mohofi dasame baime jidere jakade, bi erei 
nenehe waka be geli oncodome guwebufi icihiyame tenbuhebi. bi umai ede tusa bahaki, erei 
hūsun be baitalaki sere ba akū. te lama si batur erke jinong be huhu noor de tebuci hūlha holo 
akū bime, fafun be dahame yabubure be tacibuci ombi sehe be dahame, lama si niyalma hūsun 
tucibufi jabdure be tuwame batur erke jinong ni hoki urse be, gemu huhu noor de gamafi tebu.  
４９ 『蒙古堂檔』「第 10冊, 康熙 32年 5月初 2日条, pp.114-115」 
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lama si inu fucihi i tacihiyan de aisilame ergengge de tusa arame yabume ofi, huwekiyebure 
iseburengge mini emu adali. tuttu neneme jirung ni hese be jurceme baita be efuleme yabuha 
babe lama sinde hesei bithe unggihe bihe. te lama sini wesimbuhe bithede, jirung hūtktu 
hūsutuleme akūmbuhakūngge majige waka bicibe, kemuni amba han genggiyen de bulekušefi 
oncodome gamareo sehebi. dade kalka, ūlet i baita be, lama si ududu jergi elcin tucibufi 
acabume takūracibe, gemu lama sini gūnin de acabume yabuhakū, amala jirung hūtuktu be 
unggihe manggi, jirung hūtuktu, inu lama sini gūnin de acaburakū, elemangga g'aldan i sasa 
yabume, kalka be wame tabcilame, karun be dosifi ulga be durifi ehe fudasihūn yabure jakade, 
ūlet, kalka efujefi niyalma ambula bucehe, umesi mohoro ten de isinaha, yaya elcin ofi yabure 
niyalma hese be jurcerakū yabufi baita be mutebuci šangname huwekiyebure, hese be jurceme 
baita be efuleme yabuci weile ararangga gurun i umesi toktoha kooli. uttu akū ofi, sain niyalma 
ai de huwekiyembi, ehe niyalma ai de isembi.  
５０ 『蒙古堂檔』「第 10冊, 康熙 32年 5月初 2日条, p.116」 
mini elcin lama sini jakade lakcarakū yabumbi, emgeri facuhūn baita tucike ba akū. lama sini 
harangga urse, mini jecen i hanci aniya goidame tefi, inu umai baita dekdebume yabuha ba akū. 
tere dade ts'ewang rabtan de ne umai facuhūn baita akū be dahame, ai be safi doigonde 
gisurembi. unenggi tere gese baita tucici, tere erin de inu cisui tondoi icihiyame gamara babi.  
５１ ダルツェンド(dar rtse mdo, 打箭爐) 。現在の中国四川省カンゼ・チベット族自治州東部
に位置する康定市。清朝とチベットの間の貿易や物資集散の中心地であったとされる。カ
ム(khams, 康＝東チベット)の平定を意味する。 
５２ 『蒙古堂檔』「第 10冊, 康熙 32年 5月初 2日条, pp.116-117」 
jai lama si, da ja lu i bade hūdašabure jalin wesimbuhe babe tuwaci, cooha tebuki sere gūnin bi. 
te abkai fejegi taifin ofi, umai baita akū. lama si mini emgi doro šajin uhe ofi aniya goidaha, inu 
umai kenehunjere buhiyere ba akū. lama si seremšere cooha tebuci, meni dorgi cooha urunakū 
teisulebume nonggime tebure be dahame, juwe ergi gemu jobombi. tere anggala, mini dorgi 
cooha be kadalahangga umesi cira, hese akū ai gelhun akū cisui jase tucimbi. lama si sini 
harangga urse be ciralame fafulafi facuhūn yabuburakū oci umai baita tucire ba akū. uttu be 
dahame, cooha teburengge baitakū gese.  
５３ ハルハを東に進んでケンテイ山脈を越え、ケルレン河の上流に本営を築いたとされる。 
５４ 『王公表伝』「巻 80, 伝 64, 扎薩克多羅貝勒和羅理列伝, 附輔国公玉木楚木列伝」 



























６４ 阿王老藏喇嘛は「ngag dbang blo bzang bla ma」の音写と思われるが、チベット語史料で
は当該僧は見出せなかった。本文ではカタカナ表記。 
６５ チベットで第 2 の釈尊ともいわれるツォンカパによって 14 世紀に創始される。歴代ダ
ライラマを輩出し、1642年以降のチベット政権を担った。黄帽派とも称される。 





























８３ [崔正森 2000, p.745, p.752] 
８４ [張元 2011, p.24] 
139 
 
                                                                                                                                               










８９ 『大清会典』「巻 80, 理藩院, 典属清吏司, 喇嘛条」 
９０ 歴代パンチェンラマは、チベットではダライラマに次ぐ宗教的権威である。ダライラマ
の空位時や幼少期には、代わりに実権を握ることもある。本来は、ゲルク派 4 大僧院の 1
つタシルンポ僧院の座主である(4大僧院は他にガンデン僧院、デプン僧院、セラ僧院)。 
９１ [C2N, 3b-5a] 






９３ [C2N, 6a] 
９４ 『五台山一百零八寺』(p.34)・[新藤 2017]。 
９５ [C2N, 12a-12b] 
９６ [C2N, 12b-13a] 
９７ [C2N, 15b-16a] 
９８ [池尻 2013], pp.126-127] 
９９ [池尻 2013], pp.129-130] 
１００ [C2N, 18a-18b] 
１０１ [池尻 2013, pp.132-135] 
１０２ [岡田 2016, p.266] 
１０３ [C2N, 23a-23b] 
１０４ [黒龍／海純良 2008] 
１０５ [新藤 2017] 
１０６ 実に 1720年代のことである。 
１０７ 「dpa' bo'i lo」は直訳で「英雄の年」となり、厳密には「庚辰年」のことを意味しない。
しかし、引用部が「己卯年」と「辛巳年」に挟まっているため「庚辰年」の話と判断した。 
１０８ 仏像の中にダラニを封入すること。 
１０９ [C2N, 23b] 
dpa' bo'i lo la dgon klung chos sde cher// cho 'phrul smon lam chen mo gtong theb bskur// 
gong mas bzhengs pa'i rigs gsum mgon po'i sku// 'jam dbyangs gnas mchog ri bo rtse lnga ru// 
sbyan drangs gzungs gzhug 'bul dang rab gnas la// gong mas mngag pa ji bzhin rtse lnga ru// 
song nas de rnams bsgrub ring gnas mjal la// phyin dus ya mtshan 'ja' 'od sna tshogs mthong// 
gnas la dad dang nyams dga'i snang ba shar//  
１１０ 『五台県志』「第 5編宗教志, 第 1章佛教, 第 2節組織管理, 1.管理機構, p583」 
１１１ 『五台山一百零八寺』(p.72) 
１１２ [張元 2011, p.22] 
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１１５ [C2N, 24a] 
khyu mchog lo la har chin gyi gung// byams pa bkra shis zhes bas gong ma yi/ zhabs brtan 
ched du rten bzhengs mang po zhig/ mdzad pa'i gzungs gzhug rab gnas byed pa por// gong mar 
zhus te bos pa'i sar phyin te// de rnams bsgrub cing kung gis gtso byas pa'i// yul de'i dpon po 
dpon mo mi bzang dang// bla ma btsun skya sde mang thams cad la/ dbang khrid lung dang dge 
bsnyen rab byung sogs// gang la gang dgos so so'i 'dong sbyar byas//  
１１６ [石濱 2011, p.169] 
１１７ [C2N, 24a-24b] 
１１８ [C2N, 24b] 
１１９ [C2N, 26b] 
１２０ [C2N, 24b] 
skabs shig nad bab lcibs bro 'tshal bar// gzhi dang byes nas 'dus pa'i dge 'dun dang// dpal bzang 
ka bcu la sogs rgyun pa yi// zla bo mang mas rje drung rin po che'i// thugs dam brtag par bab 
pa'i sku rim la// brtson pa mdzad cing shes dar lhun rgyam gnyis// 'khris su bsdad nas bro gyog 
'phrod rten dang// shes dar pa yis rim 'gro la sogs pa'i// bkod pa'i khur 'khyer shin du brtson par 
byas// rnam rgyal ka bcu gong ma'i sku zhabs su// song nas zhus par sman dang sman pa 
rnams// bka' drin bskyangs pas nang las legs par grol//  
１２１ 無上ヨーガ・タントラ『ヴァジラバイラヴァ(大威徳金剛タントラ／'jigs byed)』に基づ
く灌頂。ゲルク派がツォンカパの教えに従って重んじる 3 つの灌頂の 1 つ。他に『グヒヤ
サマージャ(秘密集会タントラ／gsang sngags)』、『チャクラサンバラ(勝楽タントラ／bde 
mchog)』があり、3つの灌頂の頭文字を合わせて「サン・デ・ジク・スム(gsang bde 'jigs gsum)」
と称される。 
１２２ [C2N, 26b] 
１２３ [C2N, 26b] 
bstan pa'i rtsa ba gzhi gsum phyag len btsugs// dge 'dun rnams la rgyun par nyin re bzhin// ja 
tshul thug tshul gnyis po bla brang nas// gtong yang smon lam dbyar gnas lnga mchod dang// ja 
thug skol pa'i sbyin bdag gzhan byung tshe// de yi do dam byed dam nam phugs su// phan par 
bsam nas spyi so'i gnyer pa gnyis// bskos te spyi rdzas thebs su rta pho rgod// brgya dang nyi 
shu ra lug sum brgya dang// gos dar kha btag snod spyad mgron gdan sogs// 'phran bu 'kho ba'i 
yo byad dum dang// rta phyug 'tsho ba'i mi tshangs gcig dang bcas// lha khang tshags par bcas 
pa 'i mchod thebs sbyar//  
１２４ [C2N, 26b] 
１２５ [C2N, 27a] 




















































































































































































『旧満洲檔』(国立故宮博物院編, 台北：国立故宮博物院, 1969.8.)  
『満文老檔』(満文老檔研究会訳注, 財団法人東洋文庫, 1958-1963.) 
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